
堀
辰
雄
、
遠
藤
周
作
の
書
棚
と
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
モ
ー
リ
ア
ッ
ク
『
蝮
の
か
ら
み
あ
い
』

 
 

―
―
〈
読
書
場
〉
の
な
か
の
テ
ク
ス
ト

渡

部

麻

実

は
さ
つ
き
も
言
つ
た
や
う
に
、
ま
だ
彼
の
小
説
は
「
癩
者
へ
の
接
吻
」
一
篇

き
り
し
か
読
ん
で
ゐ
な
い
の
だ
。
も
う
す
こ
し
読
ん
で
見
る
ま
で
、
―
少
く

と
も
彼
の
最
大
傑
作
で
あ
る
と
定
評
の
あ
る
、
一
昨
年
書
い
た
「
蝮
の
と
ぐ

ろ
」
と
い
ふ
小
説
を
読
ん
で
し
ま
ふ
ま
で
、
―
そ
の
答
案
は
保
留
し
て
置
き

た
い
。（
前
掲
「
小
説
の
こ
と
な
ど
」）

日
本
で
、
文
学
青
年
を
中
心
に
モ
ー
リ
ア
ッ
ク
へ
の
関
心
が
高
ま
る
の
は
、
堀
の

こ
れ
ら
一
連
の
エ
ッ
セ
イ
に
牽
引
さ
れ
た
と
こ
ろ
が
大
き
い（

（
（

。右
の
エ
ッ
セ
イ
は
、

日
本
で
は
未
だ
文
名
の
轟
い
て
い
な
か
っ
た
モ
ー
リ
ア
ッ
ク
の
存
在
と
、そ
の「
最

大
傑
作
」
が
「
蝮
の
と
ぐ
ろ
」
で
あ
る
と
の
定
評
を
、
日
本
に
導
入
し
た
も
の
と

し
て
注
目
さ
れ
る
。

　『
蝮
の
か
ら
み
あ
い
』
は
、「
わ
た
し
（
ル
イ
）」
の
手
記
を
内
容
と
す
る
第
一
部
・

第
二
部
（
全
二
〇
章
）
を
核
に
、ル
イ
の
死
後
に
手
記
を
読
ん
だ
息
子
ユ
ベ
ー
ル
が
、

妹
ジ
ュ
ヌ
ヴ
ィ
エ
ー
ヴ
に
宛
て
た
書
簡
、
さ
ら
に
、
孫
ジ
ャ
ニ
ー
ヌ
が
母
ジ
ュ
ヌ

ヴ
ィ
エ
ー
ヴ
か
ら
祖
父
の
手
記
を
読
む
こ
と
を
禁
じ
ら
れ
、
伯
父
ユ
ベ
ー
ル
に
取

り
成
し
を
頼
む
書
簡
が
付
属
す
る
中
編
小
説
で
あ
る
。つ
ま
り
小
説
の
大
部
分
を
、

著
名
な
法
廷
弁
護
士
で
ボ
ル
ド
ー
の
名
士
、
殖
財
の
才
も
あ
り
富
貴
栄
達
を
得
た

ル
イ
の
手
記
が
占
め
る
。
富
裕
な
農
家
出
身
の
彼
は
、
六
八
に
達
し
心
臓
に
持
病

を
抱
え
、
老
い
と
死
を
意
識
し
つ
つ
そ
の
孤
独
な
生
を
振
り
返
る
。
モ
ー
リ
ア
ッ

ク
の
多
く
の
小
説
と
同
様
、
こ
れ
も
ボ
ル
ド
ー
地
方
を
舞
台
に
信
仰
の
問
題
を
通

一

　

　　
本
稿
で
は
、
堀
辰
雄
と
遠
藤
周
作
の
旧
蔵
書
中
、
多
量
の
書
き
入
れ
が
認
め
ら

れ
る
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
モ
ー
リ
ア
ッ
ク
の
小
説
『
蝮
の
か
ら
み
あ
い
』（
一
九
三
二
）
を

取
り
上
げ
る
。
フ
ラ
ン
ス
を
中
心
と
す
る
同
時
代
の
外
国
文
学
の
動
向
に
目
を
光

ら
せ
て
い
た
堀
は
、
い
ち
は
や
く
二
十
世
紀
文
学
の
旗
手
と
し
て
の
モ
ー
リ
ア
ッ

ク
に
注
目
し
、
一
九
三
〇
年
頃
よ
り
、
彼
の
小
説
論
と
小
説
に
急
速
に
親
し
ん
で

い
っ
た
。
エ
ッ
セ
イ
「
小
説
の
こ
と
な
ど
」（「
新
潮
」
一
九
三
四
年
七
月
）
で
彼
の

小
説
論
を
紹
介
し
た
堀
は
、
そ
れ
が
提
出
す
る
「
仏
蘭
西
小
説
の
伝
統
を
否
定
せ

ず
に
、
そ
れ
を
英
吉
利
や
露
西
亜
の
作
家
―
こ
と
に
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ィ
を
受
け

入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
豊
富
に
す
る
こ
と
。
わ
れ
わ
れ
の
主
人
公
に
、
生
き
た
人

間
の
不
合
理
、
不
確
か
さ
、
複
雑
さ
を
与
へ
る
こ
と
、
と
同
時
に
わ
れ
わ
れ
民
族

の
天
性
に
従
つ
て
、
構
成
し
、
秩
序
づ
け
る
こ
と
」
を
、
新
た
な
小
説
（
家
）
の

課
題
と
し
て
見
据
え
て
い
た
よ
う
だ
。
管
見
の
か
ぎ
り
、『
蝮
の
か
ら
み
あ
い
』
に

関
す
る
堀
の
最
初
の
発
言
は
、
以
下
の
一
節
で
あ
る
。

彼
に
よ
つ
て
提
出
さ
れ
た
問
題
を
、
そ
の
後
、
仏
蘭
西
で
最
も
見
事
に
解
決

し
た
の
は
誰
だ
ら
う
か
と
考
へ
て
見
る
。
さ
う
し
て
先
づ
第
一
に
、
そ
れ
は

モ
オ
リ
ア
ッ
ク
自
身
で
は
な
か
つ
た
ら
う
か
と
云
ふ
答
案
が
浮
ぶ
。
が
、
私

堀
辰
雄
、
遠
藤
周
作
の
書
棚
と
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
モ
ー
リ
ア
ッ
ク
『
蝮
の
か
ら
み
あ
い
』

二
四
九
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奏
さ
せ
つ
つ
、
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
社
会
と
、
そ
こ
に
自
己
を
定
位
し
得
な
い
登
場
人
物

に
対
す
る
深
い
洞
察
を
示
し
て
い
る
。

　
本
稿
で
は
、
書
き
込
み
を
伴
う
堀
辰
雄
と
遠
藤
周
作
の
旧
蔵
書
か
ら
、『
蝮
の
か

ら
み
あ
い
』
を
再
構
成
す
る
。
テ
ク
ス
ト
が
読
ま
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
意
味
を
結

ぶ
な
ら
、そ
れ
が
誕
生
す
る
場
所
は
〈
読
書
場
〉
だ
ろ
う
。〈
読
書
場
〉
が
再
構
成

す
る
、
堀
『
蝮
の
か
ら
み
あ
い
』
と
遠
藤
『
蝮
の
か
ら
み
あ
い
』
を
相
互
に
、
さ

ら
に
モ
ー
リ
ア
ッ
ク
『
蝮
の
か
ら
み
あ
い
』
と
も
比
較
し
な
が
ら
読
む
こ
と
に
よ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、『
蝮
の
か
ら
み
あ
い
』
を
読

む
堀
辰
雄
、
あ
る
い
は
遠
藤
周
作
と
い
う
形
で
、〈
作
家
〉
た
ち
を
テ
ク
ス
ト
か
ら

立
ち
上
げ
て
み
た
い
。

　
二

　

　　
本
稿
は
、大
量
の
書
き
込
み
を
伴
う
二
冊
―François M

auriac, Le nœ
ud de 

vipèrs (Le livre m
oderne illustré ; 231), illustrations de Roger Grillon, 

Ferenczi, 1935,Paris, Grasset c1932.

（
堀
辰
雄
旧
蔵
書
、
神
奈
川
近
代
文
学
館

蔵（
（
（

）、
鈴
木
健
郎
訳
（
新
潮
文
庫
）『
蝮
の
か
ら
み
あ
い
』（
一
九
五
二
年
。
遠
藤
周
作

旧
蔵
書
、
長
崎
市
遠
藤
周
作
文
学
館
蔵（

（
（

）
を
考
察
の
主
対
象
に
据
え
る
。

　
堀
が
『
蝮
の
か
ら
み
あ
い
』
を
繙
い
た
時
期
は
、一
九
三
六
年
と
推
定
で
き
る
。

去
年
（
一
九
三
六
年
…
引
用
者
注
）（
略
）
君
た
ち
が
、
緑
の
木
蔭
に
ね
こ
ろ
ん

で
喋
舌
り
合
つ
て
ゐ
た
傍
ら
に
、
僕
だ
け
一
人
す
こ
し
離
れ
て
、
や
は
り
同

じ
や
う
に
寝
こ
ろ
び
な
が
ら
読
ん
で
ゐ
た
モ
オ
リ
ア
ッ
ク
の「
蝮
の
と
ぐ
ろ
」

の
幾
つ
か
の
情
景
が
、
そ
の
レ
ム
ブ
ラ
ン
ト
の
絵
と
混
ん
が
ら
か
り
合
ひ
な

が
ら
（
略
）
／
そ
の
「
蝮
の
と
ぐ
ろ
」
の
恐
ろ
し
い
主
人
公
は
、
い
つ
も
自

分
自
身
の
外
に
ば
か
り
ゐ
て
、
彼
の
家
族
を
苦
し
め
、
憎
悪
に
よ
っ
て
の
み

生
き
、
そ
の
憎
悪
の
裡
に
の
み
自
分
の
存
在
の
意
義
を
見
出
し
な
が
ら
老
年

に
達
す
る
。
―
し
か
し
、
彼
は
遂
に
そ
の
憎
悪
に
も
死
に
遅
れ
る
ほ
ど
い
た

く
年
老
い
て
、
或
日
、
目
ざ
め
る
、
彼
が
誤
つ
て
自
分
は
そ
ん
な
人
間
だ
と

信
じ
切
つ
て
ゐ
た
も
の
か
ら
本
当
の
自
分
自
身
に
目
ざ
め
る
。
…
…
（
堀
辰

雄
「
夏
の
手
紙
―
立
原
道
造
に
」（「
新
潮
」
一
九
三
七
年
九
月
。
原
題
「
若
き
詩
人

へ
の
手
紙
―
立
原
道
造
に
」））

『
蝮
の
か
ら
み
あ
い
』
に
対
す
る
遠
藤
の
言
及
と
し
て
は
、「
神
々
と
神
と
」（「
四

季
」
一
九
四
七
年
一
二
月
）
が
古
い
。

カ
ト
リ
ッ
ク
的
恩グ
ラ
ー
ス寵

の
光
に
つ
い
て
考
え
て
み
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
す
。
モ
ー

リ
ヤ
ッ
ク
の
『
蝮
の
か
ら
み
合
い
』
の
中
に
主
人
公
ル
イ
の
突
然
の
回
心
が

モ
ー
リ
ヤ
ッ
ク
の
矛
盾
不
調
和
な
人
間
心
理
へ
の
探
索
の
成
功
と
共
に
、
ル

イ
の
憎
む
妻
イ
ザ
の
（
彼
女
は
決
し
て
良
き
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
で
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
）
祈
り
の
秘
蹟
の
効
果
が
イ
ザ
を
越
え
て
主
人
公
ル
イ
の
主
観

を
越
え
て
働
い
た
た
め
で
あ
り
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
「
諸
聖
人
の
通
好
」
と
い

う
事
の
た
め
で
あ
る
と
考
え
る
必
要
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

た
だ
し
夥
し
い
書
き
込
み
が
認
め
ら
れ
る
遠
藤
蔵
書
（
新
潮
文
庫（

（
（

）
の
刊
行
が

一
九
五
二
年
で
、
遠
藤
が
結
核
に
よ
り
留
学
を
切
り
上
げ
フ
ラ
ン
ス
か
ら
帰
国
し

た
の
が
一
九
五
三
年
二
月
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
る
と
、『
蝮
の
か
ら
み
あ
い
』
が
丁

寧
に
繙
か
れ
た
時
期
は
、五
三
年
以
降
と
見
る
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。遠
藤
は
エ
ッ

セ
イ
「
モ
ー
リ
ヤ
ッ
ク
と
私
」（「
朝
日
新
聞
」
一
九
七
〇
年
九
月
四
日
、
夕
刊
）
で
、 

「
三
、四
年
前
ま
で
は
小
説
を
書
く
前
に
は
彼
の
『
テ
レ
ー
ズ
・
デ
ス
ケ
ル
ウ
』
や

『
蝮
の
か
ら
み
あ
い
』を
読
み
か
え
し
て
は
執
筆
前
の
呼
吸
を
整
え
た
こ
と
が
何
度

も
何
度
も
あ
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
『
蝮
の
か
ら
み
あ
い
』
へ
の
関
心
が

最
晩
年
ま
で
続
い
た
こ
と
は
、「『
深
い
河
』
創
作
日
記
」（「
三
田
文
學
」
一
九
九
七

年
八
月
）
に
「
愛
人
は
愛
欲
の
世
界
か
ら
ア
ガ
ペ
に
変
る
。（
モ
ウ
リ
ア
ッ
ク
の
『
蝮

の
か
ら
み
あ
い
』）」（
一
九
九
〇
年
八
月
二
十
九
日
）
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
確
認
で
き

る
。
新
潮
文
庫
『
蝮
の
か
ら
み
あ
い
』
は
、
こ
の
小
説
家
に
伴
走
す
る
よ
う
に
、

二
五
〇

彼
の
作
家
生
活
の
な
か
に
ほ
と
ん
ど
つ
ね
に
存
在
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。

　
さ
て
、
書
き
込
み
を
伴
っ
て
存
在
す
る
も
の
と
し
て
の
堀
あ
る
い
は
遠
藤
蔵
書

『
蝮
の
か
ら
み
あ
い
』
と
は
、
ど
の
よ
う
な
物
語
な
の
か
。
そ
れ
を
問
う
準
備
と

し
て
、
各
『
蝮
の
か
ら
み
あ
い
』
か
ら
、
記
号
や
施
線
を
含
む
書
き
入
れ
が
見
ら

れ
る
す
べ
て
の
本
文
な
ら
び
に
書
き
込
み
を
入
力
し
た
デ
ー
タ
を
作
成
し
た
。
さ

ら
に
、
堀
蔵
書
（
原
書
）
に
つ
い
て
は
、
フ
ラ
ン
ス
語
本
文
を
入
力
し
た
う
え
で
、

遠
藤
周
作
編
『
モ
ー
リ
ヤ
ッ
ク
著
作
集
』
第
三
巻
（
春
秋
社
、
一
九
八
二
年
）
所
収

の
中
島
公
子
訳
（
以
下
『
著
作
集
3
』
と
略
す
）
よ
り
該
当
す
る
邦
訳
を
追
記
し
た
。

蔵
書
に
見
ら
れ
る
フ
ラ
ン
ス
語
に
よ
る
書
き
込
み
は
、
出
典
と
既
存
の
邦
訳
が
確

認
で
き
た
も
の
は
そ
れ
を
、
そ
れ
以
外
は
稿
者
に
よ
る
訳
を
追
記
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
、
使
用
言
語
の
異
な
る
二
つ
の
テ
ク
ス
ト
を
、
日
本
語
で
比
較
で
き
る
よ
う

に
し
た
。
ま
た
、
各
旧
蔵
書
が
モ
ー
リ
ア
ッ
ク
『
蝮
の
か
ら
み
あ
い
』（
以
下
、
原

テ
ク
ス
ト
と
称
す
）
の
特
徴
と
ど
の
程
度
一
致
、
あ
る
い
は
乖
離
し
て
い
る
か
を
確

認
す
る
た
め
に
、『
著
作
集
3
』
の
邦
訳
を
全
文
入
力
し
た
デ
ー
タ
も
あ
わ
せ
て
作

成
し
た
。

 

以
上
、三
つ
の
テ
ク
ス
ト
を
比
較
し
考
察
す
る
に
あ
た
り
、ユ
ー
ザ
ー
ロ
ー
カ
ル

テ
キ
ス
ト
マ
イ
ニ
ン
グ
ツ
ー
ル
（https://textm

ining.userlocal.jp/

）
を
用
い
た
。 

解
析
用
に
文
字
コ
ー
ド
Ｅ
Ｕ
Ｃ―

Ｊ
Ｐ
で
定
義
さ
れ
て
い
な
い
文
字
や
一
部
の
記

号
を
改
め
た
ほ
か
、
以
下
の
修
正
や
処
理
を
行
っ
た
。「
わ
し
」
／
「
儂
」
等
、
閉

じ
・
開
き
が
語
の
抽
出
や
解
析
の
支
障
と
な
り
そ
う
な
も
の
に
、
お
も
に
平
仮
名

を
漢
字
に
改
め
る
方
向
で
手
修
正
を
加
え
た
。
邦
訳
に
よ
っ
て
読
み
方
が
異
な
る

人
名
は
、
原
則
と
し
て
『
著
作
集
3
』
の
表
記
に
よ
っ
て
代
表
さ
せ
た
。
た
と
え

ば
、
神
父
の
名
〈A

rdouin

〉
が
「
ア
ル
ド
ゥ
ア
ン
／
ア
ル
ド
ゥ
ワ
ン
」
と
な
っ

て
い
る
よ
う
な
場
合
で
あ
る
。
そ
の
他
、
単
語
設
定
機
能
で
、「
ブ
レ
ア
街
」
等
の

固
有
名
詞
の
ほ
か
、「
ど
こ
吹
く
風
」
等
の
分
割
さ
せ
た
く
な
い
特
殊
表
現
を
一
語

と
し
て
認
識
さ
せ
る
処
理
を
行
っ
た
。
後
者
は
、「
ど
こ
吹
く
風
」
が
自
然
現
象

〈
風
〉
と
し
て
解
析
さ
れ
る
の
を
避
け
る
目
的
で
あ
る
。
同
じ
目
的
で
、本
テ
ク
ス

ト
に
散
見
す
る
「
ル
イ
十
三
世
風
」
等
の
、
様
式
・
方
法
を
意
味
す
る
〈
風
＝
ふ

う
〉
は
、
す
べ
て
平
仮
名
に
開
く
手
修
正
を
行
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、「
老
人
、
老

年
、
年
寄
り
、
老
い
の
身
、
老
い
ぼ
れ
」
等
の
類
義
語
や
、「
父
さ
ん
、
お
父
様
、

パ
パ
」
等
の
別
称
が
基
本
的
に
同
一
の
対
象
を
示
す
場
合
（
こ
の
場
合
は
ル
イ
）
は
、

統
合
し
た
。「
父
親
」
は
、
ご
く
少
数
の
例
外
を
除
き
、
ル
イ
で
は
な
く
、
ル
イ
が

弁
護
士
と
し
て
関
わ
っ
た
人
な
い
し
ル
イ
の
父
親
を
指
す
た
め
、
統
合
対
象
に
含

め
て
い
な
い
。
ま
た
、
ス
ト
ッ
プ
ワ
ー
ド
と
し
て
「
い
う
、
お
く
、
し
ま
う
」
等

の
補
助
動
詞
・
補
助
形
容
詞
類
の
ほ
か
、「
思
う
」「
わ
た
し
」（
＝
語
り
手
）
な
ど
、

テ
ク
ス
ト
の
特
徴
を
把
握
す
る
指
標
に
な
り
に
く
く
、
他
方
で
出
現
数
が
膨
大
な

語
を
設
定
し
た
。
ち
な
み
に
「
わ
た
し
」
の
出
現
は
、
原
テ
ク
ス
ト
で
一
五
六
九

回
、
堀
蔵
書
で
四
七
四
回
、
遠
藤
蔵
書
で
一
〇
九
回
を
数
え
る
。
比
率
に
す
る
と

七
四
対
二
二
対
四
に
な
る
が
、こ
れ
と
各
テ
ク
ス
ト
の
サ
イ
ズ
比
（
原
テ
ク
ス
ト
約

一
六
万
字
、
堀
蔵
書
約
四
万
七
千
字
、
遠
藤
蔵
書
約
八
千
五
百
字
。
比
率
は
七
三
対
二
二

対
五

　
※
堀
蔵
書
は
邦
訳
で
換
算
）
は
き
わ
め
て
近
い
。
一
人
称
代
名
詞
を
除
く
と
、

出
現
回
数
最
多
語
は
、
親
し
い
相
手
に
対
し
て
用
い
る
二
人
称
代
名
詞
〈tu

〉
と

な
る
。『
蝮
の
か
ら
み
あ
い
』
の
大
部
分
を
、
ル
イ
が
イ
ザ
を
宛
先
に
想
定
し
て

書
い
た
手
記
が
占
め
る
た
め
、〈tu

〉
は
ご
く
一
部
の
例
外
を
除
き
イ
ザ
を
指
す
。

な
お
〈tu

〉
に
つ
い
て
『
著
作
集
3
』
は
「
お
ま
え
」、
遠
藤
旧
蔵
書
（
鈴
木
健
郎

訳
、
新
潮
文
庫
）
は
「
あ
な
た
」
と
訳
し
て
い
る
。

　
三

　

　　
堀
と
遠
藤
、
そ
れ
ぞ
れ
の
書
棚
に
あ
るLe nœ

ud de vipèrs

と
『
蝮
の
か
ら

み
あ
い
』（
新
潮
文
庫
）
は
、
ど
ち
ら
も
同
じ
小
説
で
あ
る
以
上
、
登
場
す
る
事
物

や
ス
ト
ー
リ
ー
に
違
い
は
な
い（

（
（

。
と
こ
ろ
が
、
た
と
え
ば
ル
イ
の
婚
外
子
「
ロ

堀
辰
雄
、
遠
藤
周
作
の
書
棚
と
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
モ
ー
リ
ア
ッ
ク
『
蝮
の
か
ら
み
あ
い
』

二
五
一

1550



彼
の
作
家
生
活
の
な
か
に
ほ
と
ん
ど
つ
ね
に
存
在
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。

　
さ
て
、
書
き
込
み
を
伴
っ
て
存
在
す
る
も
の
と
し
て
の
堀
あ
る
い
は
遠
藤
蔵
書

『
蝮
の
か
ら
み
あ
い
』
と
は
、
ど
の
よ
う
な
物
語
な
の
か
。
そ
れ
を
問
う
準
備
と

し
て
、
各
『
蝮
の
か
ら
み
あ
い
』
か
ら
、
記
号
や
施
線
を
含
む
書
き
入
れ
が
見
ら

れ
る
す
べ
て
の
本
文
な
ら
び
に
書
き
込
み
を
入
力
し
た
デ
ー
タ
を
作
成
し
た
。
さ

ら
に
、
堀
蔵
書
（
原
書
）
に
つ
い
て
は
、
フ
ラ
ン
ス
語
本
文
を
入
力
し
た
う
え
で
、

遠
藤
周
作
編
『
モ
ー
リ
ヤ
ッ
ク
著
作
集
』
第
三
巻
（
春
秋
社
、
一
九
八
二
年
）
所
収

の
中
島
公
子
訳
（
以
下
『
著
作
集
3
』
と
略
す
）
よ
り
該
当
す
る
邦
訳
を
追
記
し
た
。

蔵
書
に
見
ら
れ
る
フ
ラ
ン
ス
語
に
よ
る
書
き
込
み
は
、
出
典
と
既
存
の
邦
訳
が
確

認
で
き
た
も
の
は
そ
れ
を
、
そ
れ
以
外
は
稿
者
に
よ
る
訳
を
追
記
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
、
使
用
言
語
の
異
な
る
二
つ
の
テ
ク
ス
ト
を
、
日
本
語
で
比
較
で
き
る
よ
う

に
し
た
。
ま
た
、
各
旧
蔵
書
が
モ
ー
リ
ア
ッ
ク
『
蝮
の
か
ら
み
あ
い
』（
以
下
、
原

テ
ク
ス
ト
と
称
す
）
の
特
徴
と
ど
の
程
度
一
致
、
あ
る
い
は
乖
離
し
て
い
る
か
を
確

認
す
る
た
め
に
、『
著
作
集
3
』
の
邦
訳
を
全
文
入
力
し
た
デ
ー
タ
も
あ
わ
せ
て
作

成
し
た
。

 

以
上
、三
つ
の
テ
ク
ス
ト
を
比
較
し
考
察
す
る
に
あ
た
り
、ユ
ー
ザ
ー
ロ
ー
カ
ル

テ
キ
ス
ト
マ
イ
ニ
ン
グ
ツ
ー
ル
（https://textm

ining.userlocal.jp/
）
を
用
い
た
。 

解
析
用
に
文
字
コ
ー
ド
Ｅ
Ｕ
Ｃ―
Ｊ
Ｐ
で
定
義
さ
れ
て
い
な
い
文
字
や
一
部
の
記

号
を
改
め
た
ほ
か
、
以
下
の
修
正
や
処
理
を
行
っ
た
。「
わ
し
」
／
「
儂
」
等
、
閉

じ
・
開
き
が
語
の
抽
出
や
解
析
の
支
障
と
な
り
そ
う
な
も
の
に
、
お
も
に
平
仮
名

を
漢
字
に
改
め
る
方
向
で
手
修
正
を
加
え
た
。
邦
訳
に
よ
っ
て
読
み
方
が
異
な
る

人
名
は
、
原
則
と
し
て
『
著
作
集
3
』
の
表
記
に
よ
っ
て
代
表
さ
せ
た
。
た
と
え

ば
、
神
父
の
名
〈A

rdouin

〉
が
「
ア
ル
ド
ゥ
ア
ン
／
ア
ル
ド
ゥ
ワ
ン
」
と
な
っ

て
い
る
よ
う
な
場
合
で
あ
る
。
そ
の
他
、
単
語
設
定
機
能
で
、「
ブ
レ
ア
街
」
等
の

固
有
名
詞
の
ほ
か
、「
ど
こ
吹
く
風
」
等
の
分
割
さ
せ
た
く
な
い
特
殊
表
現
を
一
語

と
し
て
認
識
さ
せ
る
処
理
を
行
っ
た
。
後
者
は
、「
ど
こ
吹
く
風
」
が
自
然
現
象

〈
風
〉
と
し
て
解
析
さ
れ
る
の
を
避
け
る
目
的
で
あ
る
。
同
じ
目
的
で
、本
テ
ク
ス

ト
に
散
見
す
る
「
ル
イ
十
三
世
風
」
等
の
、
様
式
・
方
法
を
意
味
す
る
〈
風
＝
ふ

う
〉
は
、
す
べ
て
平
仮
名
に
開
く
手
修
正
を
行
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、「
老
人
、
老

年
、
年
寄
り
、
老
い
の
身
、
老
い
ぼ
れ
」
等
の
類
義
語
や
、「
父
さ
ん
、
お
父
様
、

パ
パ
」
等
の
別
称
が
基
本
的
に
同
一
の
対
象
を
示
す
場
合
（
こ
の
場
合
は
ル
イ
）
は
、

統
合
し
た
。「
父
親
」
は
、
ご
く
少
数
の
例
外
を
除
き
、
ル
イ
で
は
な
く
、
ル
イ
が

弁
護
士
と
し
て
関
わ
っ
た
人
な
い
し
ル
イ
の
父
親
を
指
す
た
め
、
統
合
対
象
に
含

め
て
い
な
い
。
ま
た
、
ス
ト
ッ
プ
ワ
ー
ド
と
し
て
「
い
う
、
お
く
、
し
ま
う
」
等

の
補
助
動
詞
・
補
助
形
容
詞
類
の
ほ
か
、「
思
う
」「
わ
た
し
」（
＝
語
り
手
）
な
ど
、

テ
ク
ス
ト
の
特
徴
を
把
握
す
る
指
標
に
な
り
に
く
く
、
他
方
で
出
現
数
が
膨
大
な

語
を
設
定
し
た
。
ち
な
み
に
「
わ
た
し
」
の
出
現
は
、
原
テ
ク
ス
ト
で
一
五
六
九

回
、
堀
蔵
書
で
四
七
四
回
、
遠
藤
蔵
書
で
一
〇
九
回
を
数
え
る
。
比
率
に
す
る
と

七
四
対
二
二
対
四
に
な
る
が
、こ
れ
と
各
テ
ク
ス
ト
の
サ
イ
ズ
比
（
原
テ
ク
ス
ト
約

一
六
万
字
、
堀
蔵
書
約
四
万
七
千
字
、
遠
藤
蔵
書
約
八
千
五
百
字
。
比
率
は
七
三
対
二
二

対
五

　
※
堀
蔵
書
は
邦
訳
で
換
算
）
は
き
わ
め
て
近
い
。
一
人
称
代
名
詞
を
除
く
と
、

出
現
回
数
最
多
語
は
、
親
し
い
相
手
に
対
し
て
用
い
る
二
人
称
代
名
詞
〈tu

〉
と

な
る
。『
蝮
の
か
ら
み
あ
い
』
の
大
部
分
を
、
ル
イ
が
イ
ザ
を
宛
先
に
想
定
し
て

書
い
た
手
記
が
占
め
る
た
め
、〈tu

〉
は
ご
く
一
部
の
例
外
を
除
き
イ
ザ
を
指
す
。

な
お
〈tu

〉
に
つ
い
て
『
著
作
集
3
』
は
「
お
ま
え
」、
遠
藤
旧
蔵
書
（
鈴
木
健
郎

訳
、
新
潮
文
庫
）
は
「
あ
な
た
」
と
訳
し
て
い
る
。

　
三

　

　　
堀
と
遠
藤
、
そ
れ
ぞ
れ
の
書
棚
に
あ
るLe nœ

ud de vipèrs

と
『
蝮
の
か
ら

み
あ
い
』（
新
潮
文
庫
）
は
、
ど
ち
ら
も
同
じ
小
説
で
あ
る
以
上
、
登
場
す
る
事
物

や
ス
ト
ー
リ
ー
に
違
い
は
な
い（

（
（

。
と
こ
ろ
が
、
た
と
え
ば
ル
イ
の
婚
外
子
「
ロ

堀
辰
雄
、
遠
藤
周
作
の
書
棚
と
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
モ
ー
リ
ア
ッ
ク
『
蝮
の
か
ら
み
あ
い
』
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ベ
ー
ル
」
の
出
現
数
は
、
原
テ
ク
ス
ト
四
四
回
に
対
し
、
堀
『
蝮

の
か
ら
み
あ
い
』
は
三
回
、
遠
藤
『
蝮
の
か
ら
み
あ
い
』
は
二
回

と
な
っ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
前
節
で
示
し
た
、
三
つ
の
テ
ク
ス

ト
間
に
存
在
す
る
サ
イ
ズ
差
は
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
原

テ
ク
ス
ト
に
対
す
る
各
蔵
書
の
サ
イ
ズ
は
、
堀
が
三
〇
パ
ー
セ
ン

ト
、
遠
藤
が
五
パ
ー
セ
ン
ト
強
な
の
で
、
単
純
に
数
字
の
み
で
見

れ
ば
、
堀
蔵
書
で
の
ロ
ベ
ー
ル
の
出
現
数
は
一
三
回
程
度
あ
っ
て

よ
い
。
こ
こ
か
ら
は
堀
『
蝮
の
か
ら
み
あ
い
』
で
、
ロ
ベ
ー
ル
の

出
現
数
が
際
立
っ
て
少
な
い
こ
と
が
具
体
的
、
客
観
的
に
可
視
化

で
き
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
着
想
の
も
と
、二
つ
の
〈
読
書
場
〉
の
『
蝮
の
か

ら
み
あ
い
』
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
み
た
い
。
な
お
、
こ
う
し
た
試

行
の
動
機
の
一
つ
に
、
複
数
作
家
の
〈
読
書
場
〉
を
横
断
し
得
る

広
い
視
座
の
獲
得
に
向
け
た
、
大
規
模
文
学

0

0

テ
ク
ス
ト
に
対
応
可
能
な
解
析
手
法

の
検
討
が
あ
る
こ
と
は
、
ぜ
ひ
強
調
し
て
お
き
た
い
。
以
下
、
堀
蔵
書
、
遠
藤
蔵

書
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
語
の
出
現
状
況
を
視
覚
的
に
捉
え
て
み
る
。
ユ
ー
ザ
ー
ロ
ー

カ
ル
テ
キ
ス
ト
マ
イ
ニ
ン
グ
ツ
ー
ル
で
は
、
ワ
ー
ド
ク
ラ
ウ
ド
の
表
示
を
、
統
計

的
尺
度
ｔ
ｆ―

ｉ
ｄ
ｆ
を
用
い
て
算
出
し
た
ス
コ
ア
（
あ
る
単
語
の
重
要
度
）
順
と
、

出
現
頻
度
順
に
切
り
替
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
デ
フ
ォ
ル
ト
の
ス
コ
ア
順
で
表
示

し
た
。
し
た
が
っ
て
、文
字
サ
イ
ズ
は
ス
コ
ア
に
比
例
す
る
。
表
示
対
象
は
名
詞
・

動
詞
・
形
容
詞
類
と
し
た
。

　
ワ
ー
ド
ク
ラ
ウ
ド
に
よ
っ
て
小
説
の
文
脈
を
読
む
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
テ
ク

ス
ト
の
概
観
を
把
握
す
る
た
め
の
一
助
に
、
こ
れ
を
用
い
る
こ
と
は
で
き
る
。
と

く
に
、
二
つ
以
上
の
テ
ク
ス
ト
を
比
較
し
、
特
徴
の
概
要
を
客
観
的
に
把
捉
す
る

た
め
の
一
段
階
と
し
て
、
こ
の
方
法
は
有
用
だ
ろ
う
。
右
の
図
は
、
堀
と
遠
藤
そ

れ
ぞ
れ
の
『
蝮
の
か
ら
み
あ
い
』
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
な
特
徴
を
可
視
化
す
る
。

⑴ 

堀
蔵
書
で
は
、遠
藤
蔵
書
や
原
テ
ク
ス
ト
で
高
ス
コ
ア
（
重
要
度
）
を
示
す
「
父

さ
ん
な
ど
」
の
ス
コ
ア
が
低
い
。

⑵ 

遠
藤
蔵
書
で
は
、
堀
蔵
書
や
原
テ
ク
ス
ト
で
高
ス
コ
ア
を
示
す
ユ
ベ
ー
ル
と

ジ
ュ
ヌ
ヴ
ィ
エ
ー
ヴ
の
ス
コ
ア
が
低
い
。

⑶ 

遠
藤
蔵
書
で
は
、「
神
父
・
司
祭
」
な
ら
び
に
、
神
父
の
名
「
ア
ル
ド
ゥ
ワ
ン
」

が
高
ス
コ
ア
を
示
し
て
い
る
。

⑷
遠
藤
蔵
書
で
「
老
い
・
老
年
な
ど
」
が
顕
著
な
高
ス
コ
ア
を
示
し
て
い
る
。

⑸
堀
蔵
書
の
み
、「
カ
レ
ー
ズ
」
が
高
い
ス
コ
ア
を
示
し
て
い
る
。

　
右
の
特
徴
に
つ
い
て
、
以
下
で
テ
ク
ス
ト
に
接
近
し
な
が
ら
掘
り
下
げ
て
み
た

い
。

 
 

 

＊ 

＊
　
＊

図１　堀蔵書

図２　遠藤蔵書

原テクスト

二
五
二

　
特
徴
⑴
は
、
堀
蔵
書
が
語
り
手
ル
イ
を
視
点
と
す
る
の
に
対
し
、
遠
藤
蔵
書

は
、
少
な
か
ら
ず
ル
イ
と
イ
ザ
の
子
供
た
ち
の
視
点
を
取
っ
て
い
る
こ
と
を
示
唆

す
る
。「
父
さ
ん
／
お
父
様
／
パ
パ
」
は
、
子
供
た
ち
が
ル
イ
に
呼
び
か
け
る
際
、

ま
た
は
ル
イ
を
除
け
者
に
し
て
な
さ
れ
る
家
族
の
会
話
や
ユ
ベ
ー
ル
書
簡
の
な
か

に
出
現
す
る
。
⑵
も
、
堀
蔵
書
の
視
点
が
ル
イ
に
集
中
し
て
い
る
の
に
対
し
、
遠

藤
蔵
書
が
、
ル
イ
の
子
供
た
ち
の
視
点
を
多
く
採
用
し
て
い
る
こ
と
を
示
唆
し
て

い
る
。
た
と
え
ば
ユ
ベ
ー
ル
の
出
現
は
、
原
テ
ク
ス
ト
の
八
五
回
に
対
し
、
遠
藤

蔵
書
に
は
二
回
し
か
登
場
し
な
い
。
遠
藤
に
お
け
る
ユ
ベ
ー
ル
の
出
現
数
の
少
な

さ
は
、
こ
れ
が
少
な
か
ら
ず
ユ
ベ
ー
ル
の
視
点
―
ル
イ
の
手
記
中
の
ユ
ベ
ー
ル
の

発
言
や
、ユ
ベ
ー
ル
書
簡
―
を
採
用
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
と
解
釈
で
き
る
。

例
と
し
て
遠
藤
蔵
書
か
ら
、「
父
さ
ん
」
が
多
出
す
る
箇
所
を
挙
げ
る
。

父
さ
ん
の
こ
と
を
、
ど
ん
な
風
に
考
え
て
い
る
に
も
せ
よ
、
ま
た
、
父
さ
ん

が
こ
の
手
記
で
、
恐
ろ
し
い
感
情
を
見
せ
び
ら
か
し
て
い
る
に
も
せ
よ
、
と

に
か
く
父
さ
ん
の
、
気
高
い
と
は
い
え
な
い
ま
で
も
、
要
す
る
に
、
人
間
ら

し
い
姿
が
、こ
の
手
記
に
よ
つ
て
窺
え
る
こ
と
は
否
め
な
い
か
ら
で
す
。（
特

に
、
妹
の
マ
リ
や
従
妹
の
リ
ュ
ッ
ク
に
対
す
る
、
父
さ
ん
の
愛
情
の
涙
ぐ
ま

し
い
証
拠
が
、こ
の
手
記
に
見
ら
れ
ま
す
よ
。）
母
さ
ん
の
柩
の
前
で
父
さ
ん

が
見
せ
た
悲
し
み
に
は
（
以
下
略
）〔
＊
「
～
柩
の
前
」
に
黒
鉛
筆
で
オ
ー
バ
ー
ラ

イ
ン
〕（
遠
藤
蔵
書
二
二
五
ペ
ー
ジ
、
ユ
ベ
ー
ル
書
簡
）

ユ
ベ
ー
ル
は
、
ル
イ
の
生
前
、
彼
を
禁
治
産
者
に
す
る
こ
と
で
そ
の
財
産
を
得
る

策
略
を
、
妹
と
そ
の
夫
、
姪
と
そ
の
夫
ら
と
と
も
に
巡
ら
せ
て
い
た
。
他
方
で
、

夫
の
謀
略
に
呆
れ
を
示
す
妻
や
、
行
き
過
ぎ
を
窘
め
る
母
イ
ザ
な
ど
の
存
在
は
、

そ
れ
を
等
閑
視
す
る
ユ
ベ
ー
ル
の
心
理
に
働
き
か
け
、
自
己
を
正
当
化
で
き
る
根

拠
を
欲
し
が
ら
せ
た
。
ゆ
え
に
彼
は
、
父
が
死
の
間
際
ま
で
書
き
続
け
た
こ
の
手

記
に
、
父
の
心
神
喪
失
の
証
拠
を
見
出
そ
う
と
す
る
。
ユ
ベ
ー
ル
が
妹
宛
に
書
い

た
右
の
書
簡
は
、「
父
さ
ん
が
な
か
ば
発
狂
し
て
い
た
こ
と
は
も
う
わ
れ
わ
れ
の
あ

い
だ
で
は
疑
え
な
い
事
実
だ
」「
こ
の
手
記
の
行
間
に
滲
み
出
て
い
る
の
は
き
わ
め

て
特
徴
的
な
精
神
錯
乱
」
だ
、
と
い
う
よ
う
に
ユ
ベ
ー
ル
の
父
に
対
す
る
無
理
解

を
上
塗
り
し
、
か
つ
そ
の
解
釈
の
路
線
上
に
妹
を
誘
導
す
る
。
ユ
ベ
ー
ル
は
父
の

手
記
を
禁
書
の
ご
と
く
扱
い
、「
こ
の
ノ
ー
ト
は
破
っ
て
く
れ
。
だ
れ
に
も
口
外
し

な
い
こ
と
。
わ
れ
わ
れ
二
人
の
あ
い
だ
で
も
も
う
決
し
て
口
に
は
の
ぼ
ら
せ
な
い

こ
と
」
と
妹
に
命
じ
る
の
だ
。
早
世
し
た
末
娘
マ
リ
を
除
き
、
父
と
し
て
の
ル
イ

に
子
の
立
場
で
呼
び
か
け
る
の
が
ユ
ベ
ー
ル
と
そ
の
妹
ジ
ュ
ヌ
ヴ
ィ
エ
ー
ヴ
に
ほ

か
な
ら
な
い
以
上
、「
父
さ
ん
な
ど
」
が
高
ス
コ
ア
を
示
す
テ
ク
ス
ト
は
、
ル
イ
の

孤
独
な
魂
に
寄
り
添
う
も
の
に
は
な
り
得
な
い
。

　
堀
蔵
書
の
よ
う
に
ル
イ
の
視
点
を
取
る
こ
と
、
あ
る
い
は
逆
に
、
遠
藤
蔵
書
の

よ
う
に
子
供
た
ち
の
視
点
を
多
く
取
り
入
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
総
じ
て
二
つ
の

テ
ク
ス
ト
を
ど
の
よ
う
に
異
な
ら
せ
る
の
だ
ろ
う
か
。
後
者
の
場
合
、
さ
き
に
引

用
し
た
ユ
ベ
ー
ル
書
簡
が
端
的
に
示
す
よ
う
に
、
子
供
た
ち
の
う
ち
に
蟠
っ
た
父

へ
の
不
満
、
憎
悪
が
強
調
さ
れ
、
家
族
の
争
闘
の
物
語
の
様
相
を
よ
り
強
く
帯
び

る
。
モ
ー
リ
ア
ッ
ク
『
蝮
の
か
ら
み
あ
い
』
は
、
嫡
子
・
嫡
孫
と
そ
の
姻
族
た
ち

に
莫
大
な
財
産
を
譲
ら
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分
を
除
け
者
に
し
た
家
族
に
復

讐
し
よ
う
と
す
る
ル
イ
と
、
そ
の
莫
大
な
財
産
を
手
に
入
れ
る
た
め
に
連
帯
し
、

陰
謀
を
巡
ら
せ
る
家
族
と
の
争
闘
を
描
く
。
遠
藤
『
蝮
の
か
ら
み
あ
い
』
が
堀
の

そ
れ
に
比
し
、
こ
う
し
た
争
闘
の
色
彩
を
濃
く
帯
び
て
い
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、

前
傾
の
図
で
、「
穢
ら
わ
し
い
」「
忌
わ
し
い
」
等
の
形
容
詞
の
ス
コ
ア
が
顕
著
に

高
い
こ
と
と
も
符
合
す
る
。

　
対
し
て
堀
蔵
書
は
、
敵
対
す
る
家
族
へ
の
憎
悪
と
と
も
に
、
家
族
た
ち
か
ら
は

見
え
な
い
、
ル
イ
の
心
情
そ
の
他
を
多
く
描
き
出
す
。

… je sais ce que c’est que d’être un dam
né sur la terre, un réprouvé, 

un hom
m

e qui, où qu’il aille, fait fausse route ; un hom
m

e dont la 
route a toujours été fausse ; quelqu’un qui ne sait pas vivre, non 

堀
辰
雄
、
遠
藤
周
作
の
書
棚
と
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
モ
ー
リ
ア
ッ
ク
『
蝮
の
か
ら
み
あ
い
』
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特
徴
⑴
は
、
堀
蔵
書
が
語
り
手
ル
イ
を
視
点
と
す
る
の
に
対
し
、
遠
藤
蔵
書

は
、
少
な
か
ら
ず
ル
イ
と
イ
ザ
の
子
供
た
ち
の
視
点
を
取
っ
て
い
る
こ
と
を
示
唆

す
る
。「
父
さ
ん
／
お
父
様
／
パ
パ
」
は
、
子
供
た
ち
が
ル
イ
に
呼
び
か
け
る
際
、

ま
た
は
ル
イ
を
除
け
者
に
し
て
な
さ
れ
る
家
族
の
会
話
や
ユ
ベ
ー
ル
書
簡
の
な
か

に
出
現
す
る
。
⑵
も
、
堀
蔵
書
の
視
点
が
ル
イ
に
集
中
し
て
い
る
の
に
対
し
、
遠

藤
蔵
書
が
、
ル
イ
の
子
供
た
ち
の
視
点
を
多
く
採
用
し
て
い
る
こ
と
を
示
唆
し
て

い
る
。
た
と
え
ば
ユ
ベ
ー
ル
の
出
現
は
、
原
テ
ク
ス
ト
の
八
五
回
に
対
し
、
遠
藤

蔵
書
に
は
二
回
し
か
登
場
し
な
い
。
遠
藤
に
お
け
る
ユ
ベ
ー
ル
の
出
現
数
の
少
な

さ
は
、
こ
れ
が
少
な
か
ら
ず
ユ
ベ
ー
ル
の
視
点
―
ル
イ
の
手
記
中
の
ユ
ベ
ー
ル
の

発
言
や
、ユ
ベ
ー
ル
書
簡
―
を
採
用
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
と
解
釈
で
き
る
。

例
と
し
て
遠
藤
蔵
書
か
ら
、「
父
さ
ん
」
が
多
出
す
る
箇
所
を
挙
げ
る
。

父
さ
ん
の
こ
と
を
、
ど
ん
な
風
に
考
え
て
い
る
に
も
せ
よ
、
ま
た
、
父
さ
ん

が
こ
の
手
記
で
、
恐
ろ
し
い
感
情
を
見
せ
び
ら
か
し
て
い
る
に
も
せ
よ
、
と

に
か
く
父
さ
ん
の
、
気
高
い
と
は
い
え
な
い
ま
で
も
、
要
す
る
に
、
人
間
ら

し
い
姿
が
、こ
の
手
記
に
よ
つ
て
窺
え
る
こ
と
は
否
め
な
い
か
ら
で
す
。（
特

に
、
妹
の
マ
リ
や
従
妹
の
リ
ュ
ッ
ク
に
対
す
る
、
父
さ
ん
の
愛
情
の
涙
ぐ
ま

し
い
証
拠
が
、こ
の
手
記
に
見
ら
れ
ま
す
よ
。）
母
さ
ん
の
柩
の
前
で
父
さ
ん

が
見
せ
た
悲
し
み
に
は
（
以
下
略
）〔
＊
「
～
柩
の
前
」
に
黒
鉛
筆
で
オ
ー
バ
ー
ラ

イ
ン
〕（
遠
藤
蔵
書
二
二
五
ペ
ー
ジ
、
ユ
ベ
ー
ル
書
簡
）

ユ
ベ
ー
ル
は
、
ル
イ
の
生
前
、
彼
を
禁
治
産
者
に
す
る
こ
と
で
そ
の
財
産
を
得
る

策
略
を
、
妹
と
そ
の
夫
、
姪
と
そ
の
夫
ら
と
と
も
に
巡
ら
せ
て
い
た
。
他
方
で
、

夫
の
謀
略
に
呆
れ
を
示
す
妻
や
、
行
き
過
ぎ
を
窘
め
る
母
イ
ザ
な
ど
の
存
在
は
、

そ
れ
を
等
閑
視
す
る
ユ
ベ
ー
ル
の
心
理
に
働
き
か
け
、
自
己
を
正
当
化
で
き
る
根

拠
を
欲
し
が
ら
せ
た
。
ゆ
え
に
彼
は
、
父
が
死
の
間
際
ま
で
書
き
続
け
た
こ
の
手

記
に
、
父
の
心
神
喪
失
の
証
拠
を
見
出
そ
う
と
す
る
。
ユ
ベ
ー
ル
が
妹
宛
に
書
い

た
右
の
書
簡
は
、「
父
さ
ん
が
な
か
ば
発
狂
し
て
い
た
こ
と
は
も
う
わ
れ
わ
れ
の
あ

い
だ
で
は
疑
え
な
い
事
実
だ
」「
こ
の
手
記
の
行
間
に
滲
み
出
て
い
る
の
は
き
わ
め

て
特
徴
的
な
精
神
錯
乱
」
だ
、
と
い
う
よ
う
に
ユ
ベ
ー
ル
の
父
に
対
す
る
無
理
解

を
上
塗
り
し
、
か
つ
そ
の
解
釈
の
路
線
上
に
妹
を
誘
導
す
る
。
ユ
ベ
ー
ル
は
父
の

手
記
を
禁
書
の
ご
と
く
扱
い
、「
こ
の
ノ
ー
ト
は
破
っ
て
く
れ
。
だ
れ
に
も
口
外
し

な
い
こ
と
。
わ
れ
わ
れ
二
人
の
あ
い
だ
で
も
も
う
決
し
て
口
に
は
の
ぼ
ら
せ
な
い

こ
と
」
と
妹
に
命
じ
る
の
だ
。
早
世
し
た
末
娘
マ
リ
を
除
き
、
父
と
し
て
の
ル
イ

に
子
の
立
場
で
呼
び
か
け
る
の
が
ユ
ベ
ー
ル
と
そ
の
妹
ジ
ュ
ヌ
ヴ
ィ
エ
ー
ヴ
に
ほ

か
な
ら
な
い
以
上
、「
父
さ
ん
な
ど
」
が
高
ス
コ
ア
を
示
す
テ
ク
ス
ト
は
、
ル
イ
の

孤
独
な
魂
に
寄
り
添
う
も
の
に
は
な
り
得
な
い
。

　
堀
蔵
書
の
よ
う
に
ル
イ
の
視
点
を
取
る
こ
と
、
あ
る
い
は
逆
に
、
遠
藤
蔵
書
の

よ
う
に
子
供
た
ち
の
視
点
を
多
く
取
り
入
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
総
じ
て
二
つ
の

テ
ク
ス
ト
を
ど
の
よ
う
に
異
な
ら
せ
る
の
だ
ろ
う
か
。
後
者
の
場
合
、
さ
き
に
引

用
し
た
ユ
ベ
ー
ル
書
簡
が
端
的
に
示
す
よ
う
に
、
子
供
た
ち
の
う
ち
に
蟠
っ
た
父

へ
の
不
満
、
憎
悪
が
強
調
さ
れ
、
家
族
の
争
闘
の
物
語
の
様
相
を
よ
り
強
く
帯
び

る
。
モ
ー
リ
ア
ッ
ク
『
蝮
の
か
ら
み
あ
い
』
は
、
嫡
子
・
嫡
孫
と
そ
の
姻
族
た
ち

に
莫
大
な
財
産
を
譲
ら
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分
を
除
け
者
に
し
た
家
族
に
復

讐
し
よ
う
と
す
る
ル
イ
と
、
そ
の
莫
大
な
財
産
を
手
に
入
れ
る
た
め
に
連
帯
し
、

陰
謀
を
巡
ら
せ
る
家
族
と
の
争
闘
を
描
く
。
遠
藤
『
蝮
の
か
ら
み
あ
い
』
が
堀
の

そ
れ
に
比
し
、
こ
う
し
た
争
闘
の
色
彩
を
濃
く
帯
び
て
い
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、

前
傾
の
図
で
、「
穢
ら
わ
し
い
」「
忌
わ
し
い
」
等
の
形
容
詞
の
ス
コ
ア
が
顕
著
に

高
い
こ
と
と
も
符
合
す
る
。

　
対
し
て
堀
蔵
書
は
、
敵
対
す
る
家
族
へ
の
憎
悪
と
と
も
に
、
家
族
た
ち
か
ら
は

見
え
な
い
、
ル
イ
の
心
情
そ
の
他
を
多
く
描
き
出
す
。

… je sais ce que c’est que d’être un dam
né sur la terre, un réprouvé, 

un hom
m

e qui, où qu’il aille, fait fausse route ; un hom
m

e dont la 
route a toujours été fausse ; quelqu’un qui ne sait pas vivre, non 

堀
辰
雄
、
遠
藤
周
作
の
書
棚
と
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
モ
ー
リ
ア
ッ
ク
『
蝮
の
か
ら
み
あ
い
』
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pas com
m

e l’entendent les gens du m
onde : quelqu’un qui m

anque 
de savoir-vivre, au sens absolu. 

〔
＊
下
線
茶
鉛
筆
〕（
堀
蔵
書
七
八
～
七
九

頁
、
第
Ⅰ
部
Ⅹ
章
）
／
こ
の
地
上
で
呪
わ
れ
た
者
、
弾
き
出
さ
れ
た
者
と
な
る

こ
と
が
、
い
っ
た
い
ど
ん
な
気
持
の
も
の
か
は
わ
か
る
。
ど
こ
へ
向
か
う
に

し
て
も
方
向
を
ま
ち
が
え
て
し
ま
う
人
間
、
い
つ
も
誤
っ
た
道
を
辿
っ
て
い

る
人
間
、
こ
の
世
に
生
き
て
行
く
す
べ
を
知
ら
ぬ
―
―
と
い
っ
て
も
世
間
一

般
で
言
う
意
味
と
は
こ
と
な
り
、
絶
対
的
な
意
味
に
お
い
て
生
き
る
す
べ
を

知
ら
ぬ
者
。（『
著
作
集
3
』
七
六
頁
）

右
の
よ
う
に
、
ル
イ
の
視
点
で
切
り
取
ら
れ
た
物
語
は
、
家
族
か
ら
除
け
者
に
さ

れ
た
老
人
が
、
除
け
者
に
し
た
家
族
を
憎
む
と
同
時
に
、
除
け
者
に
な
っ
た
自
分

自
身
の
生
き
方
と
性
質
を
振
り
返
る
物
語
と
な
る
。
自
分
と
い
う
人
間
そ
れ
自
体

と
、
自
己
と
家
族
と
の
関
係
性
を
振
り
返
る
な
か
で
、
ル
イ
は
あ
り
得
た
可
能
性

を
分
析
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
家
族
が
抱
く
ル
イ
像
の
更
新
を
果
た
そ
う
と
す
る
。

ゆ
え
に
予
定
外
の
イ
ザ
の
急
死
に
よ
り
ル
イ
は
、「Les choses en resteraient 

éternellem
ent au point où je les avais laissées en quittant Calèse. N

ous 
ne pourrions pas recom

m
encer, repartir sur nouveaux frais ; elle était 

m
orte sans m

e connaître, sans savoir que je n’étais pas seulem
ent ce 

m
onstre, ce bourreau, et qu’il existait un autre hom

m
e en m

oi. 
／
一
切

の
物
事
は
わ
た
し
が
カ
レ
ー
ズ
を
離
れ
る
と
き
の
こ
し
て
行
っ
た
地
点
で
永
久
に

静
止
す
る
こ
と
に
な
る
の
だ
。
や
り
直
す
こ
と
、
新
規
ま
き
直
し
に
出
直
す
こ
と

は
不
可
能
だ
。
イ
ザ
は
わ
た
し
と
い
う
も
の
を
知
ら
ぬ
ま
ま
、
わ
た
し
が
た
だ
の

人
で
な
し
、
冷
血
漢
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
、
わ
た
し
の
な
か
に
別
な
人

間
が
住
ん
で
い
る
こ
と
を
知
ら
ぬ
ま
ま
、
あ
の
世
へ
行
っ
て
し
ま
っ
た
。」〔
＊
下

線
茶
鉛
筆
。
茶
鉛
筆
で
側
線
〕（
堀
蔵
書
一
二
七
頁
／
『
著
作
集
3
』
一
二
五
頁
）
と
嘆

く
。
こ
の
件
に
関
し
、
堀
蔵
書
は
「M

ais la m
ort inattendue de sa fem

m
e 

bouleverse ses dispositions.  Il voit une fois de plus à quel point ses 

enfants sont indignés, car, m
algré le désir très vif de la m

ourante, ils 
n'ont pas averti de son agonie le père alors à Paris et dont ils savaient 
l'adresse par la trahison de R

obert le bâtard. M
ais ils préféraient que la 

m
ère fût déçue dans son dernier désir plutôt que de révéler eux-m

êm
es 

leur secrete connivence avec R
obert 

／
☆
し
か
し
予
期
せ
ぬ
妻
の
死
が
彼
の

気
持
ち
を
混
乱
さ
せ
る
。
彼
は
、
子
供
た
ち
が
ど
れ
ほ
ど
憤
慨
し
て
い
る
か
改
め

て
眺
め
る
、
と
い
う
の
は
、
死
の
間
際
に
い
る
母
の
強
い
希
望
に
反
し
て
彼
ら
が
、

庶
子
ロ
ベ
ー
ル
の
裏
切
り
に
よ
っ
て
ア
ド
レ
ス
を
知
っ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
彼
女
の
臨
終
を
パ
リ
に
い
る
父
親
に
知
ら
せ
な
か
っ
た
か
ら
だ
。
だ
が
も
し

も
彼
ら
が
ロ
ベ
ー
ル
と
の
秘
密
の
共
謀
を
彼
ら
自
身
で
暴
露
し
て
し
ま
う
こ
と
よ

り
も
、
母
親
の
最
後
の
望
み
が
実
現
し
な
い
こ
と
の
ほ
う
を
む
し
ろ
良
し
と
し
た

の
で
あ
れ
ば
（
引
用
者
訳
）」〔
＊
黒
鉛
筆
〕（
堀
蔵
書
一
二
六
頁
＝
白
紙
頁（

（
（

）
と
記
す
。

ユ
ベ
ー
ル
ら
に
財
産
を
譲
ら
な
い
た
め
に
パ
リ
に
出
か
け
て
い
た
ル
イ
は
、
妻
の

臨
終
に
間
に
合
わ
な
い
。
ル
イ
の
所
在
を
正
確
に
知
り
な
が
ら
子
供
た
ち
が
、
電

報
を
局
留
め
に
し
た
か
ら
だ
。
し
か
し
帰
宅
し
た
ル
イ
は
、
死
の
床
に
あ
る
イ
ザ

が
、
ル
イ
を
執
拗
に
呼
び
戻
す
よ
う
子
ら
に
願
っ
て
い
た
こ
と
を
知
る
。
こ
の
よ

う
に
、
ル
イ
の
内
部
で
、
自
己
自
身
と
家
族
に
対
す
る
彼
の
洞
察
が
無
限
に
更
新

さ
れ
て
い
く
。

　
イ
ザ
の
急
死
に
よ
っ
て
、
関
係
性
の
更
新
を
願
う
ル
イ
の
思
い
、
彼
の
手
記
の

宛
先
は
失
わ
れ
た
。
だ
が
そ
の
後
、
孫
娘
ジ
ャ
ニ
ー
ヌ
が
夫
に
捨
て
ら
れ
、
自
ら

望
ん
で
ル
イ
の
家
に
身
を
寄
せ
る
こ
と
で
、
物
語
は
新
た
に
動
き
出
す
。
ル
イ
の

悲
痛
な
自
己
認
識
は
、
自
分
を
必
要
と
す
る
者
の
存
在
に
よ
り
、
理
解
者
を
得
ら

れ
る
か
も
し
れ
な
い
希
望
で
修
正
さ
れ
る
。
こ
う
し
て
ル
イ
は
、
受
け
取
り
手
を

ジ
ャ
ニ
ー
ヌ
に
変
え
再
び
筆
を
執
る
。
そ
し
て
、
堀
旧
蔵
書
は
、
手
記
を
し
た

た
め
な
が
ら
亡
く
な
っ
た
ル
イ
の
臨
終
の
件
で
幕
を
下
ろ
す
。
そ
の
余
白
に
は 

「
☆ Il m

eurt à l'instant où il va prononcer le nom
 de celui dont lui 

二
五
四

vient cette soirée d'am
our.

／
☆ 

彼
は
こ
の
愛
の
晩
に
彼
に
も
た
ら
さ
れ
た
そ

の
名
を
発
し
よ
う
と
す
る
瞬
間
に
死
ぬ
（
引
用
者
訳
）」〔
※
青
鉛
筆
、
黒
鉛
筆
〕（
堀

蔵
書
一
五
三
頁
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　
ル
イ
の
死
で
閉
じ
る
堀
蔵
書
に
対
し
、遠
藤
蔵
書
は
以
下
の
件
で
幕
を
下
ろ
す
。

亡
く
な
る
前
々
日
に
、
お
祖
父
さ
ま
は
、
御
自
分
に
そ
の
（
聖
体
拝
領
の
…
引

用
者
注
）
資
格
の
な
い
こ
と
を
苦
に
な
さ
つ
て
、ク
リ
ス
マ
ス
ま
で
待
つ
決
心

を
し
た
と
い
う
意
味
の
こ
と
を
、
く
り
返
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
ど
う
い
う

理
由
で
叔
父
さ
ま
は
私
の
申
す
こ
と
を
信
用
し
て
下
さ
ら
な
い
の
で
す
か
。

〔
＊
傍
線
黒
鉛
筆
。「
叔
父
さ
ま
」
ま
で
の
箇
所
に
黒
鉛
筆
で
オ
ー
バ
ー
ラ
イ
ン
〕（
遠

藤
旧
蔵
書
二
三
二
～
二
三
三
頁
、
ジ
ャ
ニ
ー
ヌ
書
簡
）

以
上
の
よ
う
に
、
遠
藤
の
〈
読
書
場
〉
で
は
、
ル
イ
の
死
後
も
、
彼
と
彼
の
家
族

た
ち
と
の
関
係
性
の
劇
が
更
新
さ
れ
て
い
く
。
そ
の
な
か
で
、
堀
蔵
書
で
は
固
定

さ
れ
て
い
た
先
立
つ
者
と
先
立
た
れ
る
者
（
ル
イ
）
と
の
構
図
も
更
新
さ
れ
、
先

立
つ
者
（
ル
イ
）
と
先
立
た
れ
る
者
（
ジ
ャ
ニ
ー
ヌ
）
と
い
う
新
た
な
関
係
性
が
描

か
れ
る
。総
じ
て
堀
蔵
書
は
孤
独
な
喪
失
者
の
内
省
の
記
と
し
て
の
印
象
が
強
く
、

遠
藤
蔵
書
は
、
そ
う
し
た
要
素
も
持
ち
つ
つ
、
争
闘
を
基
調
と
す
る
家
族
の
関
係

性
の
劇
と
い
う
印
象
が
強
く
押
し
出
さ
れ
て
い
る
。

 
 

 

＊ 

＊
　
＊

　
特
徴
⑶
に
示
し
た
よ
う
に
、
遠
藤
蔵
書
で
は
「
神
父
・
司
祭
」
な
ら
び
に
神
父

の
名
「
ア
ル
ド
ゥ
ワ
ン
」
の
ス
コ
ア
が
高
い
。
な
お
『
著
作
集
3
』
は
、
原
則
と

し
て
〈prêtre

／curé

〉
を
「
司
祭
」、〈abbé

〉
を
「
神
父
」
と
訳
し
て
い
る

が
、
遠
藤
蔵
書
は
、
前
者
も
「
神
父
」
と
訳
し
て
い
る
例
が
多
い
。
こ
こ
で
は
そ

れ
ら
を
ま
と
め
て
「
神
父
・
司
祭
」
と
し
て
扱
う
。
以
下
に
、
遠
藤
蔵
書
の
み
に

見
ら
れ
る
「
神
父
・
司
祭
」
の
出
現
例
を
挙
げ
る
。

「
あ
な
た
（
ア
ル
ノ
ザ
ン
医
師
…
引
用
者
注
）
と
い
う
方
は
、
ア
ル
ド
ゥ
ア
ン

神
父
様
と
同
じ
こ
と
で
、
悪
と
い
う
も
の
の
信
じ
ら
れ
な
い
方
な
ん
で
す
。」

／
床
の
中
で
、
私
は
ひ
と
り
で
笑
つ
て
い
た
。
あ
な
た
（
イ
ザ
…
引
用
者
注
）

が
も
ど
つ
て
来
て
、
そ
の
わ
け
を
た
ず
ね
た
。
私
は
二
人
の
間
で
ふ
だ
ん
に

使
わ
れ
る
、「
何
で
も
な
い
よ
。」
と
い
う
言
葉
で
答
え
た
。
―
―
何
を
笑
つ

て
い
ら
つ
し
や
る
の
？

　
―
―
何
で
も
な
い
よ
。
何
を
考
え
て
い
ら
つ
し
や

る
の
？

　
―
―
何
も
。〔
＊
黒
鉛
筆
で
オ
ー
バ
ー
ラ
イ
ン
〕（
遠
藤
蔵
書
一
一
〇
頁
、

第
Ⅰ
部
Ⅸ
章
）

ア
ル
ド
ゥ
ア
ン
神
父
は
、
そ
の
清
ら
か
さ
、
高
潔
さ
に
よ
っ
て
ル
イ
に
影
響
を
及

ぼ
す
人
物
だ
が
、
右
の
シ
ー
ン
で
は
、
ア
ル
ノ
ザ
ン
医
師
の
高
潔
さ
を
表
現
す
る

た
め
の
譬
え
と
し
て
、
名
前
の
み
登
場
し
て
い
る
。

叔
父
さ
ま
が
、
ど
う
し
て
こ
の
神
父
さ
ま
の
御
意
見
を
叩
こ
う
と
な
さ
ら
な

い
の
か
、私
に
は
わ
け
が
わ
か
り
ま
せ
ん
。
母
の
言
う
こ
と
に
よ
り
ま
す
と
、

お
祖
父
さ
ま
が
生
活
上
の
些
細
な
で
き
ご
と
ま
で
書
き
留
め
て
い
ら
つ
し
や

る
こ
の
日
記
で
、
こ
の
会
見
に
つ
い
て
は
一
言
も
触
れ
て
い
な
い
―
も
し
こ

の
会
見
が
、
お
祖
父
さ
ま
の
運
命
を
左
右
す
る
動
機
と
な
つ
た
よ
う
な
ら
、

こ
の
こ
と
を
書
き
洩
ら
す
は
ず
が
な
い
と
申
す
の
で
す
。〔
＊
黒
鉛
筆
で
オ
ー

バ
ー
ラ
イ
ン
〕（
遠
藤
蔵
書
二
三
二
頁
、
ジ
ャ
ニ
ー
ヌ
書
簡
）

夫
に
捨
て
ら
れ
た
ジ
ャ
ニ
ー
ヌ
は
、
彼
女
の
属
し
て
い
た
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
階
級
の
価

値
観
や
形
式
化
し
た
信
仰
の
あ
り
方
に
疑
問
を
抱
き
は
じ
め
、
家
族
の
な
か
で
誰

一
人
理
解
す
る
者
の
な
か
っ
た
祖
父
に
対
し
、
新
た
な
解
釈
を
加
え
て
い
く
。
冷

酷
な
守
銭
奴
の
イ
メ
ー
ジ
に
精
神
錯
乱
者
と
い
う
評
価
を
追
加
し
、
ル
イ
を
批
判

す
る
ユ
ベ
ー
ル
の
見
解
を
、
ジ
ャ
ニ
ー
ヌ
の
書
簡
が
異
な
る
解
釈
に
よ
っ
て
上
書

き
す
る
。
こ
の
よ
う
に
原
テ
ク
ス
ト
や
遠
藤
蔵
書
で
は
、
ル
イ
の
死
後
も
、
彼
と

遺
族
と
の
関
係
、
彼
と
神
（
信
仰
）
と
の
関
係
が
更
新
さ
れ
る
。

　
な
お
、「
神
父
」
以
外
に
遠
藤
蔵
書
で
の
み
高
ス
コ
ア
を
示
す
も
の
に
、「
蝮
」

と
そ
れ
に
共
起
す
る
「
穢
ら
わ
し
い
」、ま
た
「
ハ
ン
カ
チ
ー
フ
」
が
あ
る
。
と
こ

ろ
が
「
蝮
」
は
原
テ
ク
ス
ト
の
出
現
数
九
回
に
対
し
、
堀
蔵
書
に
は
そ
れ
を
上
回

堀
辰
雄
、
遠
藤
周
作
の
書
棚
と
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
モ
ー
リ
ア
ッ
ク
『
蝮
の
か
ら
み
あ
い
』

二
五
五

1554
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の
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の
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の
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を
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す
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間
に
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（
引
用
者
訳
）」〔
※
青
鉛
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、
黒
鉛
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〕（
堀

蔵
書
一
五
三
頁
）
と
記
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れ
て
い
る
。

　
ル
イ
の
死
で
閉
じ
る
堀
蔵
書
に
対
し
、遠
藤
蔵
書
は
以
下
の
件
で
幕
を
下
ろ
す
。

亡
く
な
る
前
々
日
に
、
お
祖
父
さ
ま
は
、
御
自
分
に
そ
の
（
聖
体
拝
領
の
…
引

用
者
注
）
資
格
の
な
い
こ
と
を
苦
に
な
さ
つ
て
、ク
リ
ス
マ
ス
ま
で
待
つ
決
心

を
し
た
と
い
う
意
味
の
こ
と
を
、
く
り
返
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
ど
う
い
う

理
由
で
叔
父
さ
ま
は
私
の
申
す
こ
と
を
信
用
し
て
下
さ
ら
な
い
の
で
す
か
。

〔
＊
傍
線
黒
鉛
筆
。「
叔
父
さ
ま
」
ま
で
の
箇
所
に
黒
鉛
筆
で
オ
ー
バ
ー
ラ
イ
ン
〕（
遠

藤
旧
蔵
書
二
三
二
～
二
三
三
頁
、
ジ
ャ
ニ
ー
ヌ
書
簡
）

以
上
の
よ
う
に
、
遠
藤
の
〈
読
書
場
〉
で
は
、
ル
イ
の
死
後
も
、
彼
と
彼
の
家
族

た
ち
と
の
関
係
性
の
劇
が
更
新
さ
れ
て
い
く
。
そ
の
な
か
で
、
堀
蔵
書
で
は
固
定

さ
れ
て
い
た
先
立
つ
者
と
先
立
た
れ
る
者
（
ル
イ
）
と
の
構
図
も
更
新
さ
れ
、
先

立
つ
者
（
ル
イ
）
と
先
立
た
れ
る
者
（
ジ
ャ
ニ
ー
ヌ
）
と
い
う
新
た
な
関
係
性
が
描

か
れ
る
。総
じ
て
堀
蔵
書
は
孤
独
な
喪
失
者
の
内
省
の
記
と
し
て
の
印
象
が
強
く
、

遠
藤
蔵
書
は
、
そ
う
し
た
要
素
も
持
ち
つ
つ
、
争
闘
を
基
調
と
す
る
家
族
の
関
係

性
の
劇
と
い
う
印
象
が
強
く
押
し
出
さ
れ
て
い
る
。
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特
徴
⑶
に
示
し
た
よ
う
に
、
遠
藤
蔵
書
で
は
「
神
父
・
司
祭
」
な
ら
び
に
神
父

の
名
「
ア
ル
ド
ゥ
ワ
ン
」
の
ス
コ
ア
が
高
い
。
な
お
『
著
作
集
3
』
は
、
原
則
と

し
て
〈prêtre
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〉
を
「
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祭
」、〈abbé

〉
を
「
神
父
」
と
訳
し
て
い
る

が
、
遠
藤
蔵
書
は
、
前
者
も
「
神
父
」
と
訳
し
て
い
る
例
が
多
い
。
こ
こ
で
は
そ

れ
ら
を
ま
と
め
て
「
神
父
・
司
祭
」
と
し
て
扱
う
。
以
下
に
、
遠
藤
蔵
書
の
み
に

見
ら
れ
る
「
神
父
・
司
祭
」
の
出
現
例
を
挙
げ
る
。

「
あ
な
た
（
ア
ル
ノ
ザ
ン
医
師
…
引
用
者
注
）
と
い
う
方
は
、
ア
ル
ド
ゥ
ア
ン

神
父
様
と
同
じ
こ
と
で
、
悪
と
い
う
も
の
の
信
じ
ら
れ
な
い
方
な
ん
で
す
。」

／
床
の
中
で
、
私
は
ひ
と
り
で
笑
つ
て
い
た
。
あ
な
た
（
イ
ザ
…
引
用
者
注
）

が
も
ど
つ
て
来
て
、
そ
の
わ
け
を
た
ず
ね
た
。
私
は
二
人
の
間
で
ふ
だ
ん
に

使
わ
れ
る
、「
何
で
も
な
い
よ
。」
と
い
う
言
葉
で
答
え
た
。
―
―
何
を
笑
つ

て
い
ら
つ
し
や
る
の
？

　
―
―
何
で
も
な
い
よ
。
何
を
考
え
て
い
ら
つ
し
や

る
の
？

　
―
―
何
も
。〔
＊
黒
鉛
筆
で
オ
ー
バ
ー
ラ
イ
ン
〕（
遠
藤
蔵
書
一
一
〇
頁
、

第
Ⅰ
部
Ⅸ
章
）

ア
ル
ド
ゥ
ア
ン
神
父
は
、
そ
の
清
ら
か
さ
、
高
潔
さ
に
よ
っ
て
ル
イ
に
影
響
を
及

ぼ
す
人
物
だ
が
、
右
の
シ
ー
ン
で
は
、
ア
ル
ノ
ザ
ン
医
師
の
高
潔
さ
を
表
現
す
る

た
め
の
譬
え
と
し
て
、
名
前
の
み
登
場
し
て
い
る
。

叔
父
さ
ま
が
、
ど
う
し
て
こ
の
神
父
さ
ま
の
御
意
見
を
叩
こ
う
と
な
さ
ら
な

い
の
か
、私
に
は
わ
け
が
わ
か
り
ま
せ
ん
。
母
の
言
う
こ
と
に
よ
り
ま
す
と
、

お
祖
父
さ
ま
が
生
活
上
の
些
細
な
で
き
ご
と
ま
で
書
き
留
め
て
い
ら
つ
し
や

る
こ
の
日
記
で
、
こ
の
会
見
に
つ
い
て
は
一
言
も
触
れ
て
い
な
い
―
も
し
こ

の
会
見
が
、
お
祖
父
さ
ま
の
運
命
を
左
右
す
る
動
機
と
な
つ
た
よ
う
な
ら
、

こ
の
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と
を
書
き
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ら
す
は
ず
が
な
い
と
申
す
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＊
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鉛
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で
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バ
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書
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三
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、
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ニ
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簡
）
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に
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た
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ャ
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は
、
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し
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階
級
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や
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あ
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に
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、
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の
な
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で
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理
解
す
る
者
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な
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っ
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祖
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に
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し
、
新
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な
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を
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え
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く
。
冷

酷
な
守
銭
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の
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メ
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ジ
に
精
神
錯
乱
者
と
い
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を
追
加
し
、
ル
イ
を
批
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す
る
ユ
ベ
ー
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の
見
解
を
、
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ャ
ニ
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ヌ
の
書
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が
異
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る
解
釈
に
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て
上
書

き
す
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。
こ
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よ
う
に
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テ
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や
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藤
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書
で
は
、
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の
死
後
も
、
彼
と

遺
族
と
の
関
係
、
彼
と
神
（
信
仰
）
と
の
関
係
が
更
新
さ
れ
る
。

　
な
お
、「
神
父
」
以
外
に
遠
藤
蔵
書
で
の
み
高
ス
コ
ア
を
示
す
も
の
に
、「
蝮
」

と
そ
れ
に
共
起
す
る
「
穢
ら
わ
し
い
」、ま
た
「
ハ
ン
カ
チ
ー
フ
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が
あ
る
。
と
こ

ろ
が
「
蝮
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は
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の
出
現
数
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、
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に
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を
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』
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る
一
〇
回
の
出
現
が
認
め
ら
れ
る
。
遠
藤
蔵
書
に
も
五
回
登
場
す
る
の
で
、
テ
ク

ス
ト
の
サ
イ
ズ
差
を
考
慮
す
る
と
、
遠
藤
蔵
書
に
お
け
る
「
蝮
」
の
重
要
度
は
た

し
か
に
高
い
。
た
だ
し
、
自
筆
の
書
き
込
み
に
〈vipère

〉
を
含
む
こ
と
で
原
テ

ク
ス
ト
以
上
に
「
蝮
」
が
出
現
す
る
堀
蔵
書
も
、「
蝮
」
の
重
要
度
が
高
い
と
考
え

る
べ
き
だ
ろ
う
。
堀
蔵
書
で
は
、
自
己
の
性
情
を
分
析
し
、
自
ら
を
「
蝮
」
に
譬

え
る
ル
イ
の
悲
劇
的
な
自
己
卑
下
と
、
ユ
ベ
ー
ル
ら
の
陰
謀
を
知
り
、「
蝮
ど
も
は

わ
た
し
か
ら
抜
け
出
し
」
外
で
と
ぐ
ろ
を
巻
い
て
い
る
と
認
識
を
改
め
る
、
ル
イ

の
自
己
意
識
の
遷
移
と
が
、「
蝮
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
借
り
て
立
体
的
に
浮
か
び
上

が
る
。
同
様
に
「
ハ
ン
カ
チ
ー
フ
」
も
、
原
テ
ク
ス
ト
に
出
現
す
る
七
回
す
べ
て

が
、
堀
蔵
書
に
も
出
現
す
る
。
サ
イ
ズ
の
大
き
い
堀
蔵
書
で
は
、
出
現
数
一
〇
回

以
下
の
語
は
何
で
あ
れ
、
重
要
度
が
高
い
も
の
と
見
な
さ
れ
て
い
な
い
。
小
説
か

ら
切
り
出
さ
れ
た
デ
ー
タ
は
、
元
の
ま
っ
た
き
小
説
に
戻
す
こ
と
な
し
に
解
釈
で

き
な
い
。

 
 

 

＊ 

＊
　
＊

　
特
徴
⑷
に
示
し
た
よ
う
に
、
遠
藤
蔵
書
で
は
「
老
い
・
老
年
な
ど
」
の
ス
コ
ア

が
顕
著
に
高
い
。『
蝮
の
か
ら
み
あ
い
』
の
本
編
は
、老
い
と
病
に
よ
り
死
を
意
識

す
る
ル
イ
が
、
自
分
の
死
後
、
手
記
を
イ
ザ
が
目
に
す
る
こ
と
を
想
像
す
る
シ
ー

ン
で
始
ま
り
、
手
記
を
書
き
つ
つ
ル
イ
が
落
命
し
、
そ
の
執
筆
が
途
絶
え
た
瞬
間

で
終
わ
る
。
ル
イ
の
手
記
に
は
、
老
い
た
ル
イ
自
身
の
境
遇
と
し
て
、
あ
る
い
は

彼
が
弁
護
士
と
し
て
関
わ
っ
た
事
件
に
関
連
し
て
、
老
い
て
居
場
所
を
持
た
な
い

孤
独
な
老
人
の
姿
が
盛
ん
に
描
き
出
さ
れ
て
い
る
。〈
老
い
〉の
ス
コ
ア
が
き
わ
め

て
高
い
遠
藤
『
蝮
の
か
ら
み
あ
い
』
は
、〈
老
い
〉
に
よ
っ
て
始
ま
る
テ
ク
ス
ト

で
さ
え
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
本
編
開
始
以
前
に
あ
た
る
扉
等
に
、「
老
年

　
６
４
」

「
老
い
の
み
じ
め
さ

　
Ｐ
１
７
６
」「
老
年
に
つ
い
て
、
Ｐ
６
４
」〔
※
黒
鉛
筆
〕
の

書
き
込
み
が
見
出
せ
る
の
だ
。
遠
藤
蔵
書
か
ら
、〈
老
い
〉
に
関
連
す
る
記
述
を
い

く
つ
か
拾
っ
て
み
た
い
。

彼
（
ジ
ャ
ニ
ー
ヌ
の
夫
…
引
用
者
注
）
ら
に
は
、
老
年
が
ど
ん
な
も
の
か
わ
か

ら
な
い
の
だ
。
人
生
か
ら
は
何
も
得
ら
れ
ず
、
ま
た
、
死
か
ら
は
何
も
期
待

し
得
な
い
と
い
う
刑
罰
、
そ
ん
な
も
の
は
、
あ
な
た
方
に
は
想
像
で
き
ま
い
。

人
生
の
彼
方
に
何
も
な
い
な
ん
て
、
説
得
も
な
く
、
謎
の
言
葉
も
与
え
ら
れ

な
い
な
ん
て
…
…
。〔
＊
黒
鉛
筆
で
オ
ー
バ
ー
ラ
イ
ン
〕（
遠
藤
蔵
書
六
四
頁
、
第

Ⅰ
部
Ⅴ
章
）

こ
こ
で
は
、
次
第
に
社
会
が
自
分
と
無
関
係
な
も
の
に
な
っ
て
い
く
感
覚
に
関
連

し
て
、〈
老
い
〉
が
語
ら
れ
て
い
る
。
ル
イ
を
老
い
さ
せ
る
の
は
、
彼
の
年
齢
や
病

に
限
ら
な
い
。

老
い
の
惨
め
さ
、
こ
れ
は
人
生
の
総
決
算
、
数
字
一
つ
も
変
え
る
こ
と
の
で

き
な
い
総
和
で
あ
る
。
私
は
六
十
年
を
か
け
て
、
こ
の
憎
悪
に
悶
え
る
老
人

を
造
り
上
げ
た
。
現
在
の
私
以
外
に
私
と
い
う
も
の
は
あ
り
得
な
い
。
生
れ

か
わ
る
よ
り
ほ
か
は
な
い
の
だ
が
。
お
お
、
神
よ
…
…
神
い
ま
さ
ば
！
〔
＊

黒
鉛
筆
で
三
重
の
オ
ー
バ
ー
ラ
イ
ン
〕（
遠
藤
蔵
書
一
七
六
頁
、
第
Ⅱ
部
Ⅹ
Ⅶ
章
）

『
蝮
の
か
ら
み
あ
い
』
は
〈
老
い
の
惨
め
さ
〉
を
右
の
よ
う
に
定
義
す
る
。〈
老

い
〉
の
恐
怖
と
困
惑
は
、
キ
リ
ス
ト
者
や
教
会
へ
の
憎
悪
を
剥
き
出
し
に
し
て
き

た
ル
イ
を
、神
に
近
づ
け
る
よ
う
な
内

c
o
m
p
u
ls
io
n

的
衝
迫
を
伴
う
。〈
老
い
〉
は
避
け
ら
れ
な

い
。
そ
し
て
若
者
は
〈
老
い
〉
の
経
験
を
先
取
れ
な
い
。
ゆ
え
に
一
人
の
理
解
者

を
得
た
い
と
願
う
ル
イ
に
と
っ
て
、〈
老
い
〉
は
越
え
ら
れ
な
い
壁
で
あ
る
。
だ
が

そ
れ
は
イ
ザ
に
も
あ
て
は
ま
る
。
イ
ザ
は
、
ル
イ
に
対
抗
す
べ
く
深
夜
ま
で
策
を

練
る
息
子
や
孫
た
ち
の
気
焔
を
持
て
余
し
、
子
供
ら
も
ま
た
、
労
り
そ
の
他
の
理

由
か
ら
、
ル
イ
を
共
通
の
敵
と
す
る
家
族
同
盟
の
外
に
イ
ザ
を
置
き
始
め
る
。
こ

う
し
て
、
ル
イ
と
イ
ザ
の
関
係
性
が
〈
老
い
〉
の
自
覚
の
共
有
に
よ
っ
て
更
新
さ

れ
る
可
能
性
が
、
テ
ク
ス
ト
に
持
ち
込
ま
れ
る
。
だ
が
そ
れ
は
、
イ
ザ
の
急
死
に

よ
り
実
現
し
な
か
っ
た
可
能
性
で
も
あ
る
。

 
 

 

＊ 

＊
　
＊

二
五
六

　
特
徴
⑸
に
挙
げ
た
「
カ
レ
ー
ズ
」
は
、『
蝮
の
か
ら
み
あ
い
』
の
主
要
な
舞
台
で

も
あ
る
ル
イ
の
故
郷
で
あ
る
。
原
テ
ク
ス
ト
に
三
八
回
、
堀
蔵
書
に
一
七
回
、
遠

藤
蔵
書
に
二
回
の
出
現
を
見
る
。
テ
ク
ス
ト
の
サ
イ
ズ
差
に
鑑
み
て
も
、
カ
レ
ー

ズ
の
頻
出
は
堀
蔵
書
を
特
徴
づ
け
る
要
素
と
言
え
る
。
以
下
、
堀
蔵
書
か
ら
「
カ

レ
ー
ズ
」
の
登
場
例
を
挙
げ
る
。

　Cette nuit, (

…) dans le tum
ulte d’un vent furieux, j’ai relu 

ces dernières pages, stupéfait par ces bas-fonds en m
oi qu’elles 

éclairent. A
vant d’écrire, je m

e suis accoudé à la fenêtre. Le vent 
était tom

bé. Calèse dorm
ait dans un souffle et sous toutes les 

étoiles. Et soudain, vers trois heures après m
inuit, de nouveau 

cette bourrasque, ces roulem
ents dans le ciel, ces lourdes gouttes 

glacées. Elles claquaient sur les tuiles au point que j’ai eu peur de 
la grêle ; j’ai cru que m

on cœ
ur s’arrêtait.

〔
＊
下
線
茶
鉛
筆
、
茶
鉛
筆

で
側
線
〕（
堀
蔵
書
八
四
頁
、第
Ⅰ
部
Ⅹ
Ⅰ
節
）
／

　
今
夜
（
略
）
荒
れ
く
る
う
風

の
唸
り
の
な
か
で
、
こ
の
ノ
ー
ト
の
お
し
ま
い
の
方
を
、
そ
こ
に
映
し
出
さ

れ
た
わ
た
し
の
心
の
底
な
る
も
の
に
呆
れ
な
が
ら
読
み
返
し
た
。
ペ
ン
を
と

る
ま
え
に
窓
辺
に
肱
を
つ
い
た
。
風
の
い
き
お
い
は
衰
え
て
い
た
。
カ
レ
ー

ズ
は
微
風
に
包
ま
れ
、
満
天
の
星
の
も
と
に
眠
っ
て
い
た
。
そ
れ
か
ら
ま
も

な
く
三
時
に
な
ろ
う
と
い
う
こ
ろ
、
ま
た
も
突
如
と
し
て
あ
の
突
風
、
天
を

と
よ
も
す
唸
り
、
凍
っ
た
重
た
い
雨
滴
が
お
そ
っ
て
き
た
。
雹
で
は
な
い
か

と
心
配
し
た
ほ
ど
は
げ
し
く
屋
根
瓦
に
当
っ
た
。
心
臓
が
と
ま
る
か
と
思
っ

た
。〔『
著
作
集
3
』
八
三
頁
〕

　
以
下
の
一
節
は
、
章
番
号
が
茶
鉛
筆
で
囲
わ
れ
、
か
つ
「Calèse

」
に
青
鉛
筆

で
下
線
が
付
さ
れ
て
い
る
。

X
V

〔
＊
囲
み
茶
鉛
筆
〕／Calèse. 

〔
＊
下
線
青
鉛
筆
〕／À

 travers la vitre où 
une m

ouche se cogne, je regarde les coteaux engourdis. Le vent 

tire en gém
issant des nuées pesantes dont l’om

bre glisse sur la 
plaine. Ce silence de m

ort signifie l’attente universelle du prem
ier 

grondem
ent. « La vigne a peur

� » a dit M
arie, un triste jour d’été 

d’il y a trente ans, pareil à celui-ci. 

〔
＊
茶
鉛
筆
で
側
線
〕（
堀
蔵
書
一
一
〇

頁
、
第
Ⅱ
部
Ⅹ
Ⅴ
章
）
／
蝿
の
ぶ
つ
か
る
窓
ガ
ラ
ス
ご
し
に
、
わ
た
し
は
立
ち

す
く
む
丘
陵
の
た
た
ず
ま
い
を
眺
め
て
い
る
。
唸
り
を
あ
げ
て
風
が
重
た
い

雲
を
引
っ
ぱ
り
、
そ
の
影
が
滑
る
よ
う
に
草
原
の
う
え
を
流
れ
て
い
る
。
死

ん
だ
よ
う
な
静
寂
は
、
下
界
が
雷
鳴
の
轟
き
を
待
ち
か
ま
え
て
い
る
し
る
し

だ
。「
葡
萄
畑
は
恐
が
っ
て
る
の
ね
…
…
」
と
、今
日
と
よ
く
似
た
三
十
年
ま

え
の
夏
の
重
苦
し
い
日
、
マ
リ
は
言
っ
た
も
の
だ
。（『
著
作
集
3
』
一
〇
九
～

一
一
〇
頁
）

　A
 peine la vigne a-t-elle « passé fleur » ; la future récolte couvre 

le coteau ; m
ais il sem

ble qu’elle soit là com
m

e ces jeunes bêtes 
que le chasseur attache et abandonne dans les ténèbres pour 
attirer les fauves ; des nuées grondantes tournent autour des 
vignes offertes. 

〔
＊
鉛
筆
で
側
線
〕（
堀
蔵
書
八
四
頁
、
第
Ⅰ
部
Ⅰ
章
）
／

　
葡

萄
は「
花
を
す
ぎ
」た
ば
か
り
だ
。
や
が
て
収
穫
さ
れ
る
も
の
が
丘
陵
を
覆
っ

て
い
た
。
だ
が
そ
れ
も
、
野
獣
の
囮
に
と
猟
師
が
繋
い
だ
ま
ま
闇
に
う
っ

ち
ゃ
っ
て
お
く
若
い
獣
の
よ
う
に
、
そ
こ
に
置
か
れ
て
い
る
と
い
っ
た
趣
き

だ
。
怒
号
す
る
黒
雲
が
人
身
御
供
の
葡
萄
畑
の
ま
わ
り
を
ま
わ
っ
て
い
る
。

（『
著
作
集
3
』
八
五
頁
）

ボ
ル
ド
ー
南
部
に
広
が
る
曠
野
に
存
す
る
カ
レ
ー
ズ
に
ル
イ
は
、
両
親
か
ら
受
け

継
い
だ
広
大
な
山
林
や
ブ
ド
ウ
畑
を
所
有
す
る
。「
カ
レ
ー
ズ
」
の
出
現
頻
度
の

高
さ
は
、
堀
『
蝮
の
か
ら
み
あ
い
』
に
占
め
る
〈
自
然
描
写
〉
の
割
合
が
、
他
の

二
つ
よ
り
も
高
い
こ
と
を
物
語
る
。
な
か
で
も
注
目
す
べ
き
は
、
そ
の
な
か
で
し

ば
し
ば
〈
風
〉
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
だ
。〈
風
〉
の
語
を
登
場
さ
せ
ず
に
風
を

堀
辰
雄
、
遠
藤
周
作
の
書
棚
と
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
モ
ー
リ
ア
ッ
ク
『
蝮
の
か
ら
み
あ
い
』

二
五
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特
徴
⑸
に
挙
げ
た
「
カ
レ
ー
ズ
」
は
、『
蝮
の
か
ら
み
あ
い
』
の
主
要
な
舞
台
で

も
あ
る
ル
イ
の
故
郷
で
あ
る
。
原
テ
ク
ス
ト
に
三
八
回
、
堀
蔵
書
に
一
七
回
、
遠

藤
蔵
書
に
二
回
の
出
現
を
見
る
。
テ
ク
ス
ト
の
サ
イ
ズ
差
に
鑑
み
て
も
、
カ
レ
ー

ズ
の
頻
出
は
堀
蔵
書
を
特
徴
づ
け
る
要
素
と
言
え
る
。
以
下
、
堀
蔵
書
か
ら
「
カ

レ
ー
ズ
」
の
登
場
例
を
挙
げ
る
。

　Cette nuit, (
…) dans le tum

ulte d’un vent furieux, j’ai relu 
ces dernières pages, stupéfait par ces bas-fonds en m

oi qu’elles 
éclairent. A

vant d’écrire, je m
e suis accoudé à la fenêtre. Le vent 

était tom
bé. Calèse dorm

ait dans un souffle et sous toutes les 
étoiles. Et soudain, vers trois heures après m

inuit, de nouveau 
cette bourrasque, ces roulem

ents dans le ciel, ces lourdes gouttes 
glacées. Elles claquaient sur les tuiles au point que j’ai eu peur de 
la grêle ; j’ai cru que m

on cœ
ur s’arrêtait.

〔
＊
下
線
茶
鉛
筆
、
茶
鉛
筆

で
側
線
〕（
堀
蔵
書
八
四
頁
、第
Ⅰ
部
Ⅹ
Ⅰ
節
）
／

　
今
夜
（
略
）
荒
れ
く
る
う
風

の
唸
り
の
な
か
で
、
こ
の
ノ
ー
ト
の
お
し
ま
い
の
方
を
、
そ
こ
に
映
し
出
さ

れ
た
わ
た
し
の
心
の
底
な
る
も
の
に
呆
れ
な
が
ら
読
み
返
し
た
。
ペ
ン
を
と

る
ま
え
に
窓
辺
に
肱
を
つ
い
た
。
風
の
い
き
お
い
は
衰
え
て
い
た
。
カ
レ
ー

ズ
は
微
風
に
包
ま
れ
、
満
天
の
星
の
も
と
に
眠
っ
て
い
た
。
そ
れ
か
ら
ま
も

な
く
三
時
に
な
ろ
う
と
い
う
こ
ろ
、
ま
た
も
突
如
と
し
て
あ
の
突
風
、
天
を

と
よ
も
す
唸
り
、
凍
っ
た
重
た
い
雨
滴
が
お
そ
っ
て
き
た
。
雹
で
は
な
い
か

と
心
配
し
た
ほ
ど
は
げ
し
く
屋
根
瓦
に
当
っ
た
。
心
臓
が
と
ま
る
か
と
思
っ

た
。〔『
著
作
集
3
』
八
三
頁
〕

　
以
下
の
一
節
は
、
章
番
号
が
茶
鉛
筆
で
囲
わ
れ
、
か
つ
「Calèse

」
に
青
鉛
筆

で
下
線
が
付
さ
れ
て
い
る
。

X
V

〔
＊
囲
み
茶
鉛
筆
〕／Calèse. 

〔
＊
下
線
青
鉛
筆
〕／À

 travers la vitre où 
une m

ouche se cogne, je regarde les coteaux engourdis. Le vent 

tire en gém
issant des nuées pesantes dont l’om

bre glisse sur la 
plaine. Ce silence de m

ort signifie l’attente universelle du prem
ier 

grondem
ent. « La vigne a peur

� » a dit M
arie, un triste jour d’été 

d’il y a trente ans, pareil à celui-ci. 

〔
＊
茶
鉛
筆
で
側
線
〕（
堀
蔵
書
一
一
〇

頁
、
第
Ⅱ
部
Ⅹ
Ⅴ
章
）
／
蝿
の
ぶ
つ
か
る
窓
ガ
ラ
ス
ご
し
に
、
わ
た
し
は
立
ち

す
く
む
丘
陵
の
た
た
ず
ま
い
を
眺
め
て
い
る
。
唸
り
を
あ
げ
て
風
が
重
た
い

雲
を
引
っ
ぱ
り
、
そ
の
影
が
滑
る
よ
う
に
草
原
の
う
え
を
流
れ
て
い
る
。
死

ん
だ
よ
う
な
静
寂
は
、
下
界
が
雷
鳴
の
轟
き
を
待
ち
か
ま
え
て
い
る
し
る
し

だ
。「
葡
萄
畑
は
恐
が
っ
て
る
の
ね
…
…
」
と
、今
日
と
よ
く
似
た
三
十
年
ま

え
の
夏
の
重
苦
し
い
日
、
マ
リ
は
言
っ
た
も
の
だ
。（『
著
作
集
3
』
一
〇
九
～

一
一
〇
頁
）

　A
 peine la vigne a-t-elle « passé fleur » ; la future récolte couvre 

le coteau ; m
ais il sem

ble qu’elle soit là com
m

e ces jeunes bêtes 
que le chasseur attache et abandonne dans les ténèbres pour 
attirer les fauves ; des nuées grondantes tournent autour des 
vignes offertes. 

〔
＊
鉛
筆
で
側
線
〕（
堀
蔵
書
八
四
頁
、
第
Ⅰ
部
Ⅰ
章
）
／

　
葡

萄
は「
花
を
す
ぎ
」た
ば
か
り
だ
。
や
が
て
収
穫
さ
れ
る
も
の
が
丘
陵
を
覆
っ

て
い
た
。
だ
が
そ
れ
も
、
野
獣
の
囮
に
と
猟
師
が
繋
い
だ
ま
ま
闇
に
う
っ

ち
ゃ
っ
て
お
く
若
い
獣
の
よ
う
に
、
そ
こ
に
置
か
れ
て
い
る
と
い
っ
た
趣
き

だ
。
怒
号
す
る
黒
雲
が
人
身
御
供
の
葡
萄
畑
の
ま
わ
り
を
ま
わ
っ
て
い
る
。

（『
著
作
集
3
』
八
五
頁
）

ボ
ル
ド
ー
南
部
に
広
が
る
曠
野
に
存
す
る
カ
レ
ー
ズ
に
ル
イ
は
、
両
親
か
ら
受
け

継
い
だ
広
大
な
山
林
や
ブ
ド
ウ
畑
を
所
有
す
る
。「
カ
レ
ー
ズ
」
の
出
現
頻
度
の

高
さ
は
、
堀
『
蝮
の
か
ら
み
あ
い
』
に
占
め
る
〈
自
然
描
写
〉
の
割
合
が
、
他
の

二
つ
よ
り
も
高
い
こ
と
を
物
語
る
。
な
か
で
も
注
目
す
べ
き
は
、
そ
の
な
か
で
し

ば
し
ば
〈
風
〉
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
だ
。〈
風
〉
の
語
を
登
場
さ
せ
ず
に
風
を

堀
辰
雄
、
遠
藤
周
作
の
書
棚
と
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
モ
ー
リ
ア
ッ
ク
『
蝮
の
か
ら
み
あ
い
』

二
五
七
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表
現
す
る
例
も
少
な
く
な
い
が
、〈
風
〉
が
語
と
し
て
出
現
す
る
例
に
限
っ
て
も
、

原
テ
ク
ス
ト
一
九
回
中
の
約
八
割
に
あ
た
る
一
五
回
の
〈
風
〉
が
、
堀
蔵
書
に
出

現
す
る
。
遠
藤
蔵
書
に
は
一
度
し
か
出
て
こ
な
い
。
さ
ら
に
堀
蔵
書
か
ら
も
う
一

か
所
、〈
風
〉
を
引
用
し
て
み
た
い
。

Je n’osai protester que m
oi, depuis des années, je sentais vivre 

m
on enfant, je la respirais ; qu’elle traversait souvent m

a vie 
ténébreuse, d’un brusque souffl

e. 

〔
＊
下
線
茶
鉛
筆
。
茶
鉛
筆
で
側
線
〕（
堀

蔵
書
一
〇
〇
～
一
〇
一
頁
、第
Ⅱ
部
Ⅹ
Ⅲ
章
）
／
わ
た
し
の
方
で
は
こ
こ
何
年
来

あ
の
子
の
生
き
て
い
る
こ
と
が
感
じ
ら
れ
、
そ
の
気
配
を
呼
吸
し
て
い
る
。

暗
い
わ
た
し
の
人
生
を
し
ば
し
ば
一
陣
の
風
に
の
っ
て
あ
の
子
が
横
切
る
こ

と
が
あ
る
、
と
わ
た
し
は
あ
え
て
口
に
出
し
て
言
い
返
し
か
ね
た
。（『
著
作

集
3
』
一
〇
〇
頁
）

こ
こ
か
ら
堀
の
小
説
『
風
立
ち
ぬ
』（
野
田
書
房
、一
九
三
八
年
）
を
想
起
し
な
い
の

は
難
し
い
。
堀
の
小
説
に
登
場
す
る
〈
風
〉
は
、
モ
ー
リ
ア
ッ
ク
に
由
来
す
る
と

こ
ろ
が
大
き
い
と
稿
者
は
考
え
て
い
る（

（
（

。
し
か
し
両
者
に
は
決
定
的
な
違
い
も
あ

る
。
す
な
わ
ち
、『
蝮
の
か
ら
み
あ
い
』
で
は
、「
パ
パ
の
た
め
に
」
と
祈
り
な
が

ら
亡
く
な
っ
た
末
娘
マ
リ
が
、「
風
に
の
っ
て
」「
横
切
る
」
の
を
感
じ
、
そ
れ
が

ル
イ
の
立
ち
直
り
と
救
済
に
助
力
す
る
の
に
対
し
、
節
子
を
失
っ
た
「
私
」
を
立

ち
上
が
ら
せ
る
〈
風
〉
は
、『
風
立
ち
ぬ
』
で
は
吹
い
て
い
な
い（

（
（

。
堀
蔵
書
の
冒

頭
、
エ
ピ
グ
ラ
フ
に
、
以
下
の
書
き
入
れ
が
見
ら
れ
る
。

« Le N
œ

ud de vipères » est, en apparence,

　un dram
e de fam

ille, 
m

ais, dans son fond, c'est l'histoire d'une rem
ontée.  Je m

'efforce 
de rem

onter le cours d'une destinée boueuse et d'atteindre à la 
source toute pure.  Le livre finit lorsque j'ai restitué à m

on héros, 
à ce fils des ténèbres, ses droits à la lum

ière, à l'am
our et, d'un 

m
o[r]t, à D

ieu. 

〔
＊
黒
鉛
筆
。
下
線
は
黒
鉛
筆
、青
鉛
筆
〕（
堀
蔵
書
、エ
ピ
グ
ラ

フ
）
／
『
蝮
の
か
ら
み
あ
い
』
は
、
一
見
、
家
庭
の
葛
藤
を
扱
っ
て
い
る
よ

う
に
見
え
る
が
、
根
本
に
お
い
て
は
、
ひ
と
つ
の
立
ち
直
り
の
物
語
で
あ
る
。

私
は
、
あ
る
泥
に
ま
み
れ
た
運
命
の
流
れ
を
遡
っ
て
、
澄
み
き
っ
た
水
源
に

達
し
よ
う
と
努
力
す
る
。
作
品
は
、
私
が
、
私
の
主
人
公
、
こ
の
闇
の
子
に
、

光
源
と
愛
へ
の
―
一
言
に
し
て
言
え
ば
神
へ
の
彼
の
権
利
を
回
復
し
て
や
っ

た
時
に
終
る
。（「
小
説
家
と
作
中
人
物
」『
モ
ー
リ
ヤ
ッ
ク
著
作
集
2
』三
四
二
頁
）

し
か
し
『
風
立
ち
ぬ
』
に
は
、
神
に
ル
イ
の
祈
り
を
取
り
次
ぐ
聖
な
る
者
（
マ
リ
）

が
存
在
し
な
い
。
遠
藤
が
『
蝮
の
か
ら
み
あ
い
』
に
言
及
し
た
「
神
々
と
神
と
」

（
前
掲
）
に
も
記
さ
れ
て
い
た
「
諸
聖
人
と
の
通
好
」、
神
の
摂
理
に
よ
る
助
力
は
、

位
相
の
異
な
る
『
風
立
ち
ぬ
』
で
は
作
動
で
き
な
い
。

　
四

　

　　
以
上
本
稿
で
は
、
三
つ
の
『
蝮
の
か
ら
み
あ
い
』
を
比
較
し
、
あ
わ
せ
て
『
蝮

の
か
ら
み
あ
い
』
を
読
む
作
家
た
ち
へ
の
接
近
を
試
行
し
た
。
さ
い
ご
に
、
上
述

の
結
論
と
は
別
に
、
文
学
テ
ク
ス
ト
の
機
械
処
理
（
解
体
）
の
ほ
ん
の
さ
わ
り
で

し
か
な
い
試
み
を
と
お
し
て
、
そ
れ
で
も
見
え
て
き
た
こ
と
に
つ
い
て
触
れ
て
お

き
た
い
。

　
ル
イ
の
手
記
に
、
以
下
の
一
節
が
含
ま
れ
る
。
書
き
込
み
の
あ
る
堀
旧
蔵
書
か

ら
引
用
す
る
。

M
oi qui déteste les cim

etières, je vais quelquefois sur sa tom
be. 

Je n’y apporte pas de fleurs depuis que je m
e suis aperçu qu’on 

les vole. Les pauvres viennent chiper les roses des riches pour le 
com

pte de leurs m
orts. Il faudrait faire la dépense d’une grille ; 

m
ais tout est si cher m

aintenant. 

〔
＊
下
線
茶
鉛
筆
。
茶
鉛
筆
で
側
線
〕（
堀

蔵
書
八
三
頁
、
第
Ⅰ
部
Ⅹ
章
）
／
墓
場
の
き
ら
い
な
わ
た
し
が
、
母
の
墓
に
は

二
五
八

と
き
ど
き
行
く
。
花
は
、
盗
ま
れ
る
の
に
気
づ
い
て
か
ら
と
い
う
も
の
持
っ

て
行
か
な
い
こ
と
に
し
て
い
る
。
貧
乏
人
ど
も
が
手
前
ど
も
の
死
者
の
た
め

に
金
持
ち
の
バ
ラ
を
失
敬
し
に
や
っ
て
く
る
の
だ
。
鉄
柵
を
ひ
と
つ
奮
発
し

な
く
て
は
と
思
う
の
だ
が
、
当
節
は
何
に
よ
ら
ず
諸
式
が
上
が
っ
て
い
て
。

（『
著
作
集
3
』
八
二
頁
）

こ
の
テ
ク
ス
ト
は
、
孫
娘
の
夫
フ
ィ
リ
か
ら
「
老
い
ぼ
れ
わ
に
」
と
綽
名
さ
れ
る

ほ
ど
、
度
の
過
ぎ
た
守
銭
奴
だ
と
周
囲
か
ら
見
做
さ
れ
て
き
た
ル
イ
の
吝
嗇
ぶ
り

を
補
強
す
る
。
だ
が
同
じ
テ
ク
ス
ト
は
、
妻
イ
ザ
に
宛
て
た
手
記
の
な
か
に
配
置

さ
れ
て
い
る
と
い
う
コ
ン
テ
ク
ス
ト
を
ふ
ま
え
る
こ
と
で
、
彼
の
愛
情
と
、
無
駄

を
徹
底
し
て
省
こ
う
と
す
る
合
理
性
と
が
、
ま
っ
た
く
別
の
地
平
に
位
置
す
る
こ

と
を
示
し
、
妻
に
そ
う
い
う
自
分
に
つ
い
て
の
理
解
を
希
求
す
る
ル
イ
像
を
立
ち

上
が
ら
せ
る
。
右
の
件
が
、「
リ
ュ
ッ
ク
に
は
墓
が
な
い
。
あ
の
子
は
消
え
て
な
く

な
っ
た
。
行
方
不
明
の
戦
死
者
だ
。」を
直
列
さ
せ
て
い
る
と
い
う
コ
ン
テ
ク
ス
ト

を
踏
ま
え
る
こ
と
に
よ
り
、
テ
ク
ス
ト
の
意
味
は
さ
ら
に
更
新
さ
れ
る
。

　
重
要
な
の
は
、
こ
う
し
た
要
素
が
響
き
合
い
、
か
ら
み
あ
う
こ
と
に
よ
っ
て
ル

イ
が
形
作
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
だ
。
彼
は
、
ほ
ど
か
れ
た
コ
ー
ド
の
な
か
、
単
語

の
な
か
に
は
存
在
し
な
い
。
解
体
さ
れ
た
コ
ー
ド
を
小
説
そ
れ
自
体
に
返
還
す
る

手
続
き
が
い
つ
も
必
ず
求
め
ら
れ
る
。
そ
れ
を
欠
い
た
研
究
は
、
小
説
の
研
究
と

は
違
う
何
か
別
の
も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
。

　注（
1
）
中
村
真
一
郎
「
も
う
一
人
の
モ
オ
リ
ヤ
ッ
ク
」（
加
藤
周
一
・
中
村
真
一
郎
・
福
永
武
彦

共
著
『
１
９
４
６
文
学
的
考
察
』
真
善
美
社
、
一
九
四
七
）、
遠
藤
周
作
「
私
の
愛
し
た

小
説
」（「
新
潮
」
一
九
八
三
年
一
〇
月
～
八
四
年
一
一
月
。
原
題
「
宗
教
と
文
学
の
谷
間

で
」）
等
を
参
照
。

（
2
） 

購
入
元
シ
ー
ル
「M

IT
SU

K
O

SH
I.LT

D
/BO

O
K

 D
EPA

RT
M

EN
T

/T
O

K
Y

O
, 

JA
PA

N

」、書
店
票
「T

akenaka/U
SH

IGO
M

E/T
O

K
Y

O

」
の
貼
付
が
認
め
ら
れ
る
。

（
3
）
二
人
の
旧
蔵
書
中
、書
き
込
み
を
伴
う
『
蝮
の
か
ら
み
あ
い
』
と
し
て
は
、遠
藤
蔵
書
に
も

う
一
冊
―François M

auriac; Œ
uvres com

plètes T
om

eIII. Paris,A
.Fayard,1951

（
町
田
市
民
文
学
館
こ
と
ば
ら
ん
ど
蔵
）
認
め
ら
れ
る
。
三
～
五
章
に
わ
ず
か
な
施
線
が

見
ら
れ
る
ほ
か
黒
鉛
筆
で
「
訳
40
頁
」
と
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。「
訳
40
頁
」
と
書
か
れ

た
一
節
に
相
当
す
る
邦
訳
が
、
鈴
木
訳
『
蝮
の
か
ら
み
あ
い
』
の
四
〇
頁
に
見
出
せ
る
。

（
4
）
鈴
木
健
郎
に
よ
る
『
蝮
の
か
ら
み
あ
い
』
の
邦
訳
は
、新
潮
文
庫
以
前
に
も
『
遺
書
』
の

タ
イ
ト
ル
で
筑
摩
書
房
か
ら
一
九
四
一
年
に
上
梓
さ
れ
て
い
る
。

（
5
）
厳
密
に
は
、
原
語
と
邦
訳
の
違
い
に
よ
る
差
が
存
在
す
る
。
た
と
え
ば
、Le nœ

ud de 
vipèrs

に
お
け
る
〈enfants

〉
は
、「
倅
ど
も
」「
子
ら
」
な
ど
複
数
の
日
本
語
で
訳
さ
れ

て
い
る
。

（
6
）
旧
蔵
書
か
ら
の
引
用
中
、
イ
タ
リ
ッ
ク
体
は
堀
ま
た
は
遠
藤
に
よ
る
書
き
込
み
を
示
す
。

ア
ク
セ
ン
ト
記
号
の
脱
落
が
見
ら
れ
る
場
合
が
あ
る
が
、
そ
の
ま
ま
引
用
し
て
い
る
。

（
7
）
拙
稿
「
堀
辰
雄
、
遠
藤
周
作
と
『
愛
の
沙
（
砂
）
漠
』、
あ
る
い
は
『
風
立
ち
ぬ
』『
菜
穂

子
』
と
風
の
物
語
」（「
近
代
作
家
旧
蔵
書
研
究
会

　
年
報
」
二
〇
二
五
年
三
月
）
を
参

照
。

（
8
）
拙
稿
「『
風
立
ち
ぬ
』
―
一
つ
の
転
換
点
、
あ
る
い
は
ア
ン
ド
レ
・
ジ
ィ
ド
の
『
背
徳
者
』

的
死
生
観
と
の
決
別
」（『
流
動
す
る
テ
ク
ス
ト

　
堀
辰
雄
』
翰
林
書
房
、二
〇
〇
八
）
参

照
。

 

付
記

　
本
稿
は
、
日
本
近
代
文
学
会
六
月
例
会
《
特
集
》「
デ
ジ
タ
ル
・
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
テ
ィ
ー
ズ
と
文

学
研
究
の
こ
れ
か
ら
」（
二
〇
二
一
年
六
月
）
に
お
け
る
口
頭
報
告
「
読
書
場
を
読
む
―
資
料
採

掘
・
デ
ー
タ
化
・
文
学
館
―
」
を
発
端
と
す
る
。
調
査
に
あ
た
り
ご
協
力
く
だ
さ
っ
た
神
奈
川

近
代
文
学
館
、
長
崎
県
立
遠
藤
周
作
文
学
館
、
町
田
市
民
文
学
館
こ
と
ば
ら
ん
ど
、
並
び
に
遠

藤
龍
之
介
氏
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
。

（
日
本
女
子
大
学
文
学
部
教
授
）

堀
辰
雄
、
遠
藤
周
作
の
書
棚
と
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
モ
ー
リ
ア
ッ
ク
『
蝮
の
か
ら
み
あ
い
』

二
五
九

1558



と
き
ど
き
行
く
。
花
は
、
盗
ま
れ
る
の
に
気
づ
い
て
か
ら
と
い
う
も
の
持
っ

て
行
か
な
い
こ
と
に
し
て
い
る
。
貧
乏
人
ど
も
が
手
前
ど
も
の
死
者
の
た
め

に
金
持
ち
の
バ
ラ
を
失
敬
し
に
や
っ
て
く
る
の
だ
。
鉄
柵
を
ひ
と
つ
奮
発
し

な
く
て
は
と
思
う
の
だ
が
、
当
節
は
何
に
よ
ら
ず
諸
式
が
上
が
っ
て
い
て
。

（『
著
作
集
3
』
八
二
頁
）

こ
の
テ
ク
ス
ト
は
、
孫
娘
の
夫
フ
ィ
リ
か
ら
「
老
い
ぼ
れ
わ
に
」
と
綽
名
さ
れ
る

ほ
ど
、
度
の
過
ぎ
た
守
銭
奴
だ
と
周
囲
か
ら
見
做
さ
れ
て
き
た
ル
イ
の
吝
嗇
ぶ
り

を
補
強
す
る
。
だ
が
同
じ
テ
ク
ス
ト
は
、
妻
イ
ザ
に
宛
て
た
手
記
の
な
か
に
配
置

さ
れ
て
い
る
と
い
う
コ
ン
テ
ク
ス
ト
を
ふ
ま
え
る
こ
と
で
、
彼
の
愛
情
と
、
無
駄

を
徹
底
し
て
省
こ
う
と
す
る
合
理
性
と
が
、
ま
っ
た
く
別
の
地
平
に
位
置
す
る
こ

と
を
示
し
、
妻
に
そ
う
い
う
自
分
に
つ
い
て
の
理
解
を
希
求
す
る
ル
イ
像
を
立
ち

上
が
ら
せ
る
。
右
の
件
が
、「
リ
ュ
ッ
ク
に
は
墓
が
な
い
。
あ
の
子
は
消
え
て
な
く

な
っ
た
。
行
方
不
明
の
戦
死
者
だ
。」を
直
列
さ
せ
て
い
る
と
い
う
コ
ン
テ
ク
ス
ト

を
踏
ま
え
る
こ
と
に
よ
り
、
テ
ク
ス
ト
の
意
味
は
さ
ら
に
更
新
さ
れ
る
。

　
重
要
な
の
は
、
こ
う
し
た
要
素
が
響
き
合
い
、
か
ら
み
あ
う
こ
と
に
よ
っ
て
ル

イ
が
形
作
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
だ
。
彼
は
、
ほ
ど
か
れ
た
コ
ー
ド
の
な
か
、
単
語

の
な
か
に
は
存
在
し
な
い
。
解
体
さ
れ
た
コ
ー
ド
を
小
説
そ
れ
自
体
に
返
還
す
る

手
続
き
が
い
つ
も
必
ず
求
め
ら
れ
る
。
そ
れ
を
欠
い
た
研
究
は
、
小
説
の
研
究
と

は
違
う
何
か
別
の
も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
。

　注（
1
）
中
村
真
一
郎
「
も
う
一
人
の
モ
オ
リ
ヤ
ッ
ク
」（
加
藤
周
一
・
中
村
真
一
郎
・
福
永
武
彦

共
著
『
１
９
４
６
文
学
的
考
察
』
真
善
美
社
、
一
九
四
七
）、
遠
藤
周
作
「
私
の
愛
し
た

小
説
」（「
新
潮
」
一
九
八
三
年
一
〇
月
～
八
四
年
一
一
月
。
原
題
「
宗
教
と
文
学
の
谷
間

で
」）
等
を
参
照
。

（
2
） 

購
入
元
シ
ー
ル
「M

IT
SU

K
O

SH
I.LT

D
/BO

O
K

 D
EPA

RT
M

EN
T

/T
O

K
Y

O
, 

JA
PA

N

」、書
店
票
「T

akenaka/U
SH

IGO
M

E/T
O

K
Y

O

」
の
貼
付
が
認
め
ら
れ
る
。

（
3
）
二
人
の
旧
蔵
書
中
、書
き
込
み
を
伴
う
『
蝮
の
か
ら
み
あ
い
』
と
し
て
は
、遠
藤
蔵
書
に
も

う
一
冊
―François M

auriac; Œ
uvres com

plètes T
om

eIII. Paris,A
.Fayard,1951

（
町
田
市
民
文
学
館
こ
と
ば
ら
ん
ど
蔵
）
認
め
ら
れ
る
。
三
～
五
章
に
わ
ず
か
な
施
線
が

見
ら
れ
る
ほ
か
黒
鉛
筆
で
「
訳
40
頁
」
と
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。「
訳
40
頁
」
と
書
か
れ

た
一
節
に
相
当
す
る
邦
訳
が
、
鈴
木
訳
『
蝮
の
か
ら
み
あ
い
』
の
四
〇
頁
に
見
出
せ
る
。

（
4
）
鈴
木
健
郎
に
よ
る
『
蝮
の
か
ら
み
あ
い
』
の
邦
訳
は
、新
潮
文
庫
以
前
に
も
『
遺
書
』
の

タ
イ
ト
ル
で
筑
摩
書
房
か
ら
一
九
四
一
年
に
上
梓
さ
れ
て
い
る
。

（
5
）
厳
密
に
は
、
原
語
と
邦
訳
の
違
い
に
よ
る
差
が
存
在
す
る
。
た
と
え
ば
、Le nœ

ud de 
vipèrs

に
お
け
る
〈enfants

〉
は
、「
倅
ど
も
」「
子
ら
」
な
ど
複
数
の
日
本
語
で
訳
さ
れ

て
い
る
。

（
6
）
旧
蔵
書
か
ら
の
引
用
中
、
イ
タ
リ
ッ
ク
体
は
堀
ま
た
は
遠
藤
に
よ
る
書
き
込
み
を
示
す
。

ア
ク
セ
ン
ト
記
号
の
脱
落
が
見
ら
れ
る
場
合
が
あ
る
が
、
そ
の
ま
ま
引
用
し
て
い
る
。

（
7
）
拙
稿
「
堀
辰
雄
、
遠
藤
周
作
と
『
愛
の
沙
（
砂
）
漠
』、
あ
る
い
は
『
風
立
ち
ぬ
』『
菜
穂

子
』
と
風
の
物
語
」（「
近
代
作
家
旧
蔵
書
研
究
会

　
年
報
」
二
〇
二
五
年
三
月
）
を
参

照
。

（
8
）
拙
稿
「『
風
立
ち
ぬ
』
―
一
つ
の
転
換
点
、
あ
る
い
は
ア
ン
ド
レ
・
ジ
ィ
ド
の
『
背
徳
者
』

的
死
生
観
と
の
決
別
」（『
流
動
す
る
テ
ク
ス
ト

　
堀
辰
雄
』
翰
林
書
房
、二
〇
〇
八
）
参

照
。

 

付
記

　
本
稿
は
、
日
本
近
代
文
学
会
六
月
例
会
《
特
集
》「
デ
ジ
タ
ル
・
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
テ
ィ
ー
ズ
と
文

学
研
究
の
こ
れ
か
ら
」（
二
〇
二
一
年
六
月
）
に
お
け
る
口
頭
報
告
「
読
書
場
を
読
む
―
資
料
採

掘
・
デ
ー
タ
化
・
文
学
館
―
」
を
発
端
と
す
る
。
調
査
に
あ
た
り
ご
協
力
く
だ
さ
っ
た
神
奈
川

近
代
文
学
館
、
長
崎
県
立
遠
藤
周
作
文
学
館
、
町
田
市
民
文
学
館
こ
と
ば
ら
ん
ど
、
並
び
に
遠

藤
龍
之
介
氏
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
。

（
日
本
女
子
大
学
文
学
部
教
授
）

堀
辰
雄
、
遠
藤
周
作
の
書
棚
と
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
モ
ー
リ
ア
ッ
ク
『
蝮
の
か
ら
み
あ
い
』

二
五
九
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貯
蓄
考

　
　―
―
織
田
作
之
助
の
小
説
を
め
ぐ
っ
て
―
―

佐

藤

秀

明

い
け
な
い
も
の
な
ん
だ
、
使
っ
ち
ゃ
い
け
な
い
ん
だ
と
な
ぜ
か
思
い
込
ん
で

い
ま
し
た
。
多
く
の
人
た
ち
が
そ
う
だ
っ
た
と
思
い
ま
す（

（
（

。

　
こ
こ
に
は
、
規
範
化
し
硬
直
し
た
貯
蓄
に
つ
い
て
の
素
朴
な
見
解
が
表
れ
て
い

る
。
一
九
五
〇
年
生
ま
れ
の
池
上
彰
の
こ
の
貯
蓄
性
向
は
現
代
に
も
受
け
継
が
れ

て
い
て
、テ
ー
マ
パ
ー
ク
の
キ
ッ
ザ
ニ
ア
で
は
受
け
取
っ
た
通
貨
「
キ
ッ
ゾ
」
を
、

本
家
の
メ
キ
シ
コ
の
子
ど
も
た
ち
は
み
な
使
い
果
た
し
て
帰
る
の
に
、
日
本
の
子

ど
も
た
ち
は
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
預
金
し
て
帰
る
と
い
う（

（
（

。
一
九
七
三
年
か
ら
の
第
一
次
オ

イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
時
に
は
、
イ
ン
フ
レ
に
も
か
か
わ
ら
ず
貯
蓄
率
が
上
が
っ
た
と
い

う
の
も（

（
（

、
日
本
で
は
投
資
よ
り
も
預
貯
金
に
人
々
が
動
く
の
も
、
貯
蓄
に
つ
い
て

の
強
力
な
ド
ク
サ
が
働
い
て
い
る
た
め
で
あ
ろ
う
。
私
た
ち
は
貯
蓄
を
、
大
ま
か

な
と
こ
ろ
で
無
意
識
に
ほ
と
ん
ど
習
慣
と
し
て
自
動
的
に
行
っ
て
い
て
―
―
む
ろ

ん
そ
れ
が
可
能
で
な
い
人
も
多
く
い
る
の
だ
が
、
そ
う
い
う
人
も
貯
蓄
す
る
こ
と

は
望
ん
で
い
て
―
―
い
ず
れ
に
せ
よ
、
あ
ま
り
考
え
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

　
富
永
健
一
と
間
々
田
孝
夫
は
、
日
本
人
の
勤
倹
貯
蓄
の
精
神
は
、
儒
教
、
仏
教
、

武
士
道
、
そ
し
て
石
門
心
学
や
二
宮
尊
徳
の
教
え
に
よ
っ
て
「
国
民
の
心
に
し
み

こ
ん
で
い
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る（

（
（

。
外
山
茂
も
「
日
本
人
の
伝
統
と
し
て
の
勤
勉
」

と
「
貯
蓄
」
は
、「
同
じ
基
盤
か
ら
生
れ
て
き
て
い
る
と
見
る
べ
き
で
あ
る
」
と
言

い
、
同
様
の
こ
と
を
述
べ
て
い
る（

（
（

。
貯
蓄
を
好
む
心
性
が
日
本
人
の
エ
ー
ト
ス
と

な
っ
て
い
る
の
は
否
定
し
が
た
い
が
、
そ
も
そ
も
貯
蓄
は
、
人
に
と
っ
て
〝
自
然
〟

1

　貯
蓄
の
臆ド
ク
サ見

　
本
論
は
、
織
田
作
之
助
の
小
説
を
論
じ
る
文
学
論
で
は
あ
る
が
、
論
文
の
主
旨

は
「
貯
蓄
」
で
あ
る
。
織
田
作
之
助
ほ
ど
金
銭
の
出
入
り
を
具
体
的
に
書
い
た
作

家
は
い
な
い
だ
ろ
う
し
、
織
田
の
作
品
ほ
ど
、
人
の
貯
蓄
意
識
や
貯
蓄
行
動
を
見

て
い
く
上
で
面
白
い
素
材
は
な
い
だ
ろ
う
と
も
ま
た
思
わ
れ
る
。

　
で
は
、
な
ぜ
貯
蓄
な
の
か
―
―
。
私
た
ち
の
日
常
生
活
に
お
い
て
も
、
ま
た
小

説
の
筋
に
お
い
て
も
、
労
働
の
対
価
あ
る
い
は
消
費
、
そ
し
て
忘
れ
て
な
ら
な
い

の
は
借
金
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
意
識
が
巡
る
の
に
、
貯
蓄
と
な
る
と

人
の
注
意
は
貯
蓄
高
に
だ
け
向
か
い
、あ
と
は
放
置
さ
れ
て
い
る
の
が
常
で
あ
る
。

人
々
の
経
済
活
動
に
お
い
て
、
貯
蓄
ほ
ど
重
視
さ
れ
な
が
ら
顧
み
ら
れ
る
こ
と
の

少
な
い
行
為
は
あ
る
ま
い
。
と
こ
ろ
が
、
ど
う
も
貯
蓄
と
い
う
の
は
、
そ
ん
な
に

単
純
な
も
の
で
は
な
い
よ
う
な
の
だ
。

　
そ
も
そ
も
人
は
な
ぜ
貯
蓄
を
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
将
来
の
出
費
に
備
え
て
と
い

う
大
方
の
理
由
は
す
ぐ
に
浮
か
ぶ
が
、
そ
れ
以
前
に
、〝
貯
蓄
は
す
る
も
の
だ
〟
と

い
う
臆ド
ク
サ見

が
ま
ず
立
ち
は
だ
か
っ
て
い
そ
う
で
あ
る
。
例
え
ば
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

の
池
上
彰
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
私
も
小
学
校
の
頃
に
お
年
玉
を
も
ら
う
と
、
こ
れ
は
貯
金
を
し
な
け
れ
ば

貯
蓄
考

二
六
一




